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（まえがき）








坂本龍馬～広岡浅子まで幕末明治を動かした男と女を紹介した名言集登場！







―一般読者から日本史受験生まで気楽に読める人物名言集―







読者のあなたはこの男たち・女たちを知っているか？



本書は幕末から明治の時代にかけて、時代を生きた有名・無名の人物たちの言葉・生涯・逸話を紹介している。



幕末から明治の時代を生きた人物達の一言々々には、魂のこもる言葉が数多く残されている。



彼らの言葉からは、時代を変えようとした思いや、覚悟・心がまえ、学ぶべき教訓・家族愛等が数多く盛り込まれている。激動の時代ならではの発想・方法論を説いた言葉や挫折を経験し、夢を実現した言葉、現代の政治・経済・外交上の諸問題にも通じる言葉が残されている。



それらの言葉は現代人にも多くの指針・示唆を与えてくれる。



本書では時代を動かした幕末の著名な志士達のみならず、無名のまま終わった人物や女性達にもスポットをあて、様々な立場で生きた彼（彼女）らが発した言葉を取り上げている。



幕末という時代、彼らのような人物でしか体感できなかった彼ら彼女らが遺した言葉（生涯）からはその人物の人生・価値観が映し出されている。現代のような時代ではもう気づくことができない発想や気づき・生きる力に満ちている。



先の見えない時代からは歴史上の故人の名言から学ぶことが数多くある。時代を超越して語りかける数珠の金言は現代を生きるの私達にも生きる勇気を与えてくれるに違いない。



本書は日本史（人物史）を勉強している受験生にも有用だ。



幕末から明治期にかけての人物の生涯を一気に知りたい人の読み物としても最適である。
















○佐藤一斎








「少にして学べば、則ち壮にして為すことあり、



壮にして学べば、則ち老いて衰へず



老いて学べば、即ち死して朽ちず」（「言志晩録」）







（若い年少の頃から学問に励んでおけば、大人になってから大成を為すことができる。壮年になっても学び続ければ、老いてからも衰えることなく、老年に及んでも学び続ければ、いつまでも社会に役立つ存在であり続けられる）











儒学者として生涯学習の重要性を説いた佐藤一斎。



安永元年、江戸に生まれ、三十代半ばで林羅山を祖とする儒学の家系である「林家」となった佐藤一斎は指導者として、公的には朱子学（儒学）を講じ、また、個人的に陽明学（中国、明（みん）代の王陽明学派の学問）を学んだ。



やがて一斎は、林家の筆頭教授として、３０００人の門人を教育し、晩年に幕校昌平学問所の儒官として、幕末期の儒学思想の大御所となる。



一斎はその著書で、



「少にして学べば、則ち壮にして為すことあり、



壮にして学べば、則ち老いて衰へず、



老いて学べば、即ち死して朽ちず」



とし、生れてから死ぬまで、学び続けることの意義を説いた。







また彼の言葉に、「人我に負（そむ）くとも　我人に負（そむ）くこと勿れ」というものもあり、生涯を通して信用こそが最も大事だということを主張した。



一斎はもともと保守的な学者だという評判が高かったが、門人には幕末期の活躍者が多く、横井小楠、佐久間象山、渡辺崋山がいる。その教えは西郷隆盛も心酔し、彼の著書「言志四録（言志録、言志後録、言志晩録、言志耋録）」を座右の銘としたという。



また当時としては珍しく、時計を持ち歩き、時間管理の重要性を周囲に説いたことも伝えられている。
















○天野八郎








「男なら決して横にそれず、ただ前進あるのみ」















旧幕府の警護を目的とする彰義隊において、ただ一人、その忠義を貫き獄中で散った男・天野八郎。



彼は明治維新直後の慶応四年正月に京都において戊辰戦争の緒戦となる鳥羽伏見の戦いで、幕府軍が敗れた折、旧幕臣を糾合して彰義隊という組織を仲間と結成。



再起を目指す幕府急進派の一派として、先頭に立ち、復権を目指す運動を志した。







幕府軍が鳥羽伏見で敗れてから、前将軍徳川慶喜が上野寛永寺に謹慎蟄居していたが、天野八郎はこの寛永寺を基点に敵軍の新政府軍に対抗しようとする。



しかし、戦闘が開始すると、当初40名ばかりいたはずの旗本仲間が臆して誰一人ついてこず、フト後ろを振り返ると彼一人のみが戦地を走っている状態だった。



結果、この戦いにおいて敵の猛攻を受け、彼の率いる彰義隊は敗北を喫してしまい、天野は再挙を図って市中に潜伏したが、捕らえられてしまう。



徳川家の行く末を案じた彼は、その獄中で「斃休録」という書を記し、最後まで滅びゆく徳川家への思いを綴った。



かつて天保二年、上野甘楽郡盤戸村の庄屋に生れ、以後は徳川家からの恩恵を受けて育った彼はこの家を守る使命感に駆られていたという。



趣味として将棋を好んだ彼は、ただ直進するだけの駒である香車を好み、「男なら決して横にそれず、ただ前進あるのみよ」という言葉を残したと伝えられている。



香車のように猪突猛進な生涯を送った彼は、獄中生活５ヶ月余りにして病死した。（彰義隊戦史）








































○甘糟継成








「上に立つ人間である以上、周囲から煽てられて気を弛めるような安逸な人間であってはならない」















出羽に生まれ、米沢藩侍組（米沢藩重臣）として優秀な学識を持ち後世に残る史学の書籍を多数、残した男・甘糟継成。



逸材として知られ、文武に優れ幕末の戊辰戦争では参謀を務め、戦況の奪回に尽力した。



戊辰戦争の際、甘糟の属する米沢藩は仙台藩とともに、会津藩の謝罪嘆願に奔走したが、新政府に入れられず、憤慨の末に奥羽越列藩同盟を形成していた。



米沢藩は盟主的な立場で奮戦したが、官軍の優勢を知ると、同盟を脱退し、新政府への恭順を表した。やがて、現実的な情勢判断から奥羽の会津藩や庄内藩諸藩にも降伏するように説き、戦火終息に力を注いだ。これにより、戊辰戦争後の処罰も軽く済んだ。



こうした素早い藩論の転換を成し、藩の危機を救った背景には、甘糟継成の働きがあった。



文久年間、藩主上杉斉憲に従って上洛し、当時の京都の状況を知ったときには、東北人らしい潔癖性で当時の薩摩の謀略性を鋭く見抜き、「とかく天子様は浪人どもや薩摩におだてられ、よい気になっているので困り果てている」と冷静に伝えたという。



のちに甘糟継成は侍詔院下局出仕し、明治二年没した。



彼の著書に「鷹山公偉蹟録」等が残されている。
















































○上杉鷹山








「成せば成る　成さねば成らぬ何事も　成らぬは人の成さぬなりけり」







（なせばなる。なさねばならぬなにごともなさぬは人のなさぬなりけり）















生涯で２度目の藩政改革に乗り出し、瀕死の財政を合理化で奇跡的に立ち直らせた成功者として名高い米沢藩主・上杉鷹山。



彼は九州の高鍋を領していた秋月家の二男に生まれ、十歳で親戚の上杉家の跡継ぎ（世子）となり、十七歳で上杉家第十代当主となった。



「国家は、先祖より子孫へ伝候国家にして、我私すべき物には無之候（国家は私物すべきものではない）」という思想から藩を立て直したことで知られる上杉鷹山だが、実際の側近の手記によると、鷹山は「左よりの意見があれば左へ、右よりの意見があれば右へ心が移り」と批判され、改革半ばで挫折に直面していた姿が明らかになってきている。　　実は、鷹山は三十五歳の時、信頼していた家老の失脚や養父の豪奢な遊楽、米の不作による財政悪化によって、藩主を辞任せざるを得ない状況に陥っていた。　


しかしその後、側近たちが鷹山語録を公表し、藩内に待望論が巻き起こる中、寛政三年ついに鷹山は再び改革に乗り出す。



緊縮財政一辺倒の重臣を追放し、絹織物の生産など、新たな産業の振興策を次々に打ち出し、この高収益をもとについに藩は借金を完済、財政再建を成し遂げた。



名君として知られる鷹山だが、実際には苦労の連続で、なんとか藩政改革を成し遂げた悩める男だったことがわかる。



一度は改革に挫折した鷹山が本当の意味での財政再建を成し遂げ、「なせばなる文書」として知られた「成せば成る　成さねば成らぬ何事も　成らぬは人の成さぬなりけり」（米沢・伝国の杜）の言葉を残し、隠居後、号である「鷹山」を称し、その生涯を閉じた。（「鷹山公偉蹟録」）
























○有馬新七








「おいごと刺せ」















薩摩に生まれた藩士・有馬新七。幕末の志士としての壮絶な死に様とともに彼の生涯が語り継がれている。



元服の頃から新陰流の剣を学び、また独学で山崎闇斎派の朱子学である崎門学を学んだという。１９歳で江戸に出、崎門学の泰斗といわれた山口菅山に入門し、翌年には士の代講をつとめるまでになり、安政三年には京都へ赴き、師の紹介で梅田雲浜と交わった。



薩摩では最も早くから志士としての活動を始め、大老・井伊直弼の襲撃などを画策したが実行には至らず、安政の大獄の難を逃れて一時帰国する。鹿児島では薩摩藩士の勤王グループである精忠組を指導して過激派を形成、文久二年に藩主・島津久光に従って上洛した際、長州系の志士などと合同で京都での挙兵を計画した。全国の同志およそ三百名が集結し、彼らは討幕挙兵の先方として京都・伏見の寺田屋に集結する。



しかし挙兵を目前にしながらも計画が露見し、決行直前このことを知った島津久光は挙兵中止を厳命し、京都錦小路の藩邸から取り静めの使者（兼刺客）を送り込み、薩摩出身の参加者の鎮圧を行なった。







これにより後世に有名な寺田屋騒動が起こる。



切り合いのさなか、有馬新七は刀が折れ、討ち手の一人道島五郎兵衛を壁に推し付けて、「おいごと刺せ」と叫んだ壮烈な死に様をみせた。



言い伝え（寺田屋）によれば、「壁際で有馬新七は説得側藩士を抱え込み、助太刀に入った同志たちに向かって叫んだという。有馬新七の同志によって突かれた刀は説得側藩士と有馬新七の体を突き抜け、この壁をも貫通し、壁の外側に刃先が２センチほど出ていたといい、有馬新七は文字どおり串刺し状態で絶命した。」とされる。『有馬新七先生伝記及遺稿』




























○秋元正一郎（安民）








「速鳥のみふねうかぶる朝しほに　ねがひもみちてゆくこゝろかな」







（速鳥の船が、みねに浮かぶ朝潮を見て、自分の願いが満ちてゆく心持のようだよ）















幕末の国学者として、洋学も修め、西洋諸国の風土文物を究めた秋元正一郎。



西洋型帆船の本造を企て、日本の洋式帆船の最初とされるものをつくることを試みる。







当時の徳川幕府は、従来より荷船以外の大船建造を禁止し、厳重な造船制限をおこなっていた。しかし大船の必要を認めて嘉永６年に実に１００年来の禁止令を解除する。



国内で西洋船建造の突貫作業がおこなわれていた情勢下、姫路藩の国学老の地位にいた秋元は、摂津船永力丸の漂流者を引見したときに見出した水主（かこ）の清太郎という人物に西洋型船の造船知識があるのを知り、清太郎を起用して西洋塑船を建造するように藩主へ建言した。


　やがて秋元が造船総理となって、アメリカから戻っていた漂流民四名を請い、室津（兵庫県揖保郡御津町室津）でスクーナー型船速鳥丸（はやとりまる）と神護丸（じんごまる）を造ることになる。船材の購入から、付属の器具にいたるまで従来の日本の大工の技術では例を見ない秋元の考案指揮により、船の建造は進められた。



その思いは「もし進水式ができましたら、自らその船に乗り、神社に参拝報養いたします」と地元の播州住吉神社に立願するほどだったという。



やがて船が完成。これが日本の洋式帆船の最初だと伝えられている。



念願叶い、船（速鳥丸）が完成した時（安政五年六月二十六日暁）に秋元は、



「速鳥のみふねうかぶる朝しほに　ねがひもみちてゆくこゝろかな」



と深く感喜し、直ちに直ちに参拝の途についたという。



その後、公家や志士達との交流も重ね、国事にも奔走し、諸藩の士も彼の学識を尊敬して来たり学ぶ者が多かった秋元は　｢宇宙起源｣「蛮名漢訳」｢伊勢の浜荻｣｢高橋氏文注補遺｣といった著書を残し、四十歳という年齢で京都で亡くなった。「（贈正五位秋元正一郎小傳）」












○江川太郎左衛門と天野開三

 　







「かつて受けた厚い情の礼として、あなたに施行一切を任せ、竣工の際には一財産できるようにはからうよ」















品川お台場建設工事を完成させた二人の男・江川太郎左衛門と天野開三の男の友情。



いかさま賭博で無一文になっていた江川（後の奉行普請）を天野が助けたことにより二人は知り合った。



当時、日本近海に外国船がしばしば現れ、海防の急務が叫ばれるに及んで、伊豆・相模沿岸の太平洋から江戸湾の管轄区域を担当する代官となっていた江川は当時、建築家となっていた天野にその仕事を託す。



ここにおいて彼は「かつて受けた厚い情の礼として、あなたに施行一切を任せ、竣工の際には一財産できるようにはからうよ」と言葉をかけ、お台場（品川台場）の基礎を作成する。石材の調達や迅速の手配などを請け負って働き、大きな利益を得、その事業によって得た私財を、国内各地の災害救援や社会救済事業にあてた。



伊豆下田地方を襲った大地震による大津波の際、救援物資を贈り、早々に復興させたり、当時、郡内開発を目的とした東京―郡内―甲府を結ぶ「東京新道」案を示したことでも知られた。



一方の江川も代官としてその高い見識と国防意識が評価されており、同時代を生きた勝海舟は、「江川太郎左衛門も、またかなりの人物であつた。その嘉永安政の頃に、海防のために尽力したことは誰も知つて居るだらう。この男は、山の中で成長して、常に遊猟などをして筋骨を練り、明け暮れ武芸に余念なかつた。が、しかし、人の知らないうちに嗜んで居たと見えて、ある時水戸の屋敷に召されて、烈公から琴を一曲と所望せられたのを、再三辞したけれども、お許しがないから止むを得ず一曲奏でたが、その音悠揚として迫らず、平生武骨なのにも似ないで、いかにも巧妙であつたから、列座のものが手を拍つて感嘆したといふことだ。」（氷川清話）と伝えている。




























○安東文吉








「自分ばかりが善い人になるな」















「首つなぎ親分」あるいは「暗闇の代官」と称され、幕末の博徒として生きた男・安東文吉（本名・西谷文吉）。



文化五年一月、駿河安東村に生まれた文吉の家は農家であったが、苗字帯刀を許されていた。



文吉は、はじめ相撲取りを志したが、後にヤクザとなり府中伝馬町の裏長屋に住居を構え、夜になると問屋場人足の部屋で采を振るった。



二十代の若き日に、借金問題で困り果てていた友人を助けるために、その友人を借金で困らせていた相手の「炭彦」という親分を斬り、その名を周囲に知らしめた。賭場を持ち、対立抗争を繰り広げながら知名度を上げ、優良な賭場を牛耳り、多くの博徒を従えるようになる。



そんな文吉に目を付けた駿河の代官所が彼の力とその世界での信用を利用し、遠州地方の博徒騒乱を彼の力を借りて収めようとする。火中の栗を拾うような依頼に当初は断っていた文吉だったが、やがて了承。駿府代官目明し筆頭として、箱根と新居の関所の通行札を預かり、幕末の志士や悪人、事情を抱えた無宿の旅人にも与えたので「首つなぎ親分」と称されるようになった。西は大井川、東は三島の黄瀬川までを縄張りとし、文吉の勢力は拡大。仲間同士の喧嘩にも仲裁役として力を発揮し、その世界では信用ある人物として広くその名を残すことになった。



そんな彼の遺訓として、「自分ばかりが善い人になるな」「道を歩くときは肩で風を切るな」「博徒は金銀を得ることを目的とすべからず」といったものがある。明治四年八月病死した。墓は静岡県本覚寺にある。史料「安東文吉基本史料」








































○浮田一蕙








「古画の精神を私心を混じえずに写し止めるよう努力すれば、自然に自己の特徴が生まれるようになる」















幕末、時代が大きく変わろうとした転換期に、その画をもって時代と戦い、非業の死を遂げた大和絵絵師・浮田一蕙（うきたいっけい）。



宇喜多秀家七世の孫ともいわれ、宇喜多一蕙ともされる彼は寛政七年（１７９５）、京都に生まれた。



絵を田中訥言に学び、冷泉為恭と並ぶ復古大和絵派として知られ、幕政を風刺する絵を好んで描き、異国船が来航するたびに批判し、自身の子の可成と共に志士等と親交を結んだため、安政の大獄に連座させられた。



それにより江戸所払いを命じられ、出獄。



単なる画人ではなく、幕府の公武合体策を批判したり、公卿に意見書を送ったりという活動を行い、嘉永六年のペリー来航時には「神風夷艦を覆す図」を描いて幕府のペリーの対応を批判したり、安政元年の皇居造営に際しては「列所伝周宣姜」を描いて公武合体を風刺した。



「古画の精神を私心を混じえずに写し止めるよう努力すれば、自然に自己の特徴が生まれるようになる」と画を製作する上での信条を弟子に語ったという。



水墨山水などの漢画を研究し幅広い画風を見せ、古法を修めて一機軸を出し復古大和絵派の巨匠として得た画人としての高い評価と併せて、その生涯を通じて現実の世の中を変えようとした浮田一蕙。



安政六年、所払刑となり帰京するも獄中に得た病で没したが、彼の画の中には絵画を通じ、当時の政治勢力と直接対決を試みようとした姿勢が垣間見られる。



「えみしより浪速のみ津に貢船　おどろく人はあらじとぞ思ふ」という和歌も残している。




























○喜遊








「露をだに厭（いと）ふやまとの女郎花　ふるあめりか（アメリカ）に袖は濡らさじ」















幕末の遊女として生きたことが伝えられる伝説の女性・喜遊（きゆう）。



弘化三年（１８４６）、江戸の町医の娘に生まれたとされる喜遊（本当の名前は喜佐子）は８歳のとき、一家離散。やがて吉原へ身売りされ、その後、品川の岩槻屋へ鞍替えとなったと伝えられている。



安政の五カ国条約で、横浜の開港に伴い、岩亀楼で遊女となり、源氏名を「喜遊」と改めた。



美人の聞こえが高く、「実に容貌は美麗なれども、どこか憂ひの相ありと覚えたり」と伝えられている。



開港間もない横浜では全国あるいは諸外国から商人達が集まり活況を呈し、遊廓の建設も進められた。彼女のいた岩亀楼でも外国人（異人）を相手に商売をしたが、異人の中には、喜遊を辱めてでも、手にいれようとたくらむ者が出てきたという。



喜遊はそんな異人との枕席を拒んだ。



「わらは賤しき遊女なれど、日の本のをんななり。つとめする身は是非もなし、唯だ日の本の丈夫のみ肌ふれ侍りぬ。」とし、どうしてもそれを望まなかった。



やがて彼女は、文久二年（１８６２）自害する。



死に臨み、「異人と申すもの、わらはを買はんと迫り、今夜の約束なれど、いかで日の本のをんなの操を汚すべきぞ。わが無念の歯がみせし死骸を見せ、日の本のをんなはかくぞと知らしめ下さらば、少しは異人も恥を覚ゆべきかなと存ずれ。（自分の死骸を今宵の客に見せてやりなさい。かかる卑しき汚れ女さへ、日の志はもっているのだと知らしめてやりなさい）」とする書き置きを残し、自らの若い命を絶ったという。（「温古見聞彙纂」）
































○本因坊秀策








「彼を攻めるには我を顧みよ」







（相手を攻めるに及んでは、まず自分を顧みてからにすること）















幕末の棋士・本因坊秀策（ほんいんぼうしゅうさく）。



「彼を攻めるには我を顧みよ」という「囲碁十訣」にあるこの言葉は現代でもプロ棋士をはじめ、囲碁愛好者たちの間では有名な名言として知られる。



本因坊秀策は「自分自身を知ることで、本当の勝者となれる」ことを説いた。



彼は、幼少の時、母親から囲碁の手ほどきを受けた。伝えられるところによれば、３歳で百人一首をすべて暗記したという伝承がある。



幼少時から碁に興味をしめした彼は、あるとき、イタズラをしたので、怒った親が押入れの中に押し込むと泣くどころか、押入れの中で独り言を言いながら無心で碁石を並べていたという。



聡明で、一度対局すれば、相手とのやり取りをすべてを記憶したとも伝えられている。



彼の名声は藩内に知れわたり、あるとき噂を聞いた城主の浅野忠敬が７歳の彼と対局し、彼の才能に驚き、硯箱を下賜したという。



９歳で葆真和尚という人物に教わり、１１歳で初段免許となり、１９歳（２０歳説あり）で第十四世本因坊の跡目となる。



将軍御前対局の御城碁では１２年間無敗の１９連勝を達成し、後世にその名を轟かせた。




















































○高須久子

 　　　







「鴨立つてあと淋しさの夜明かな」















俳人であり、密通した罪により、野間獄に投獄された幕末の女性・高須久子。



語り伝えられているところによれば、藩士高須某の未亡人で、「寡居後素行上の罪（身持ちが悪いという罪）」「色情の掛り合（差別を受けていた者との密通）」があって投獄されたと伝えられている。当時、高須がいた長州藩の身分制度に関する取り締まりは厳しかったが、当時の野山獄舎（長州藩の獄）では、普通の獄舎とはやや異なり、厄介者の人間をあずける程度のことも行われていたという。



ここで彼女は同時期に獄中にいたかの吉田松蔭と交流を持った。



吉田松蔭は、獄にいた人物達に呼びかけ、一芸を学ぼうと提案し、この高須久子という女性をも獄中強化運動に導きいれた。はじめは「孟子」の講義であったが、その後は仲秋名月の観月句会や、獄中俳諧の座に発展し、二人の交情は歌と句を通じて日増しにつのり、心が深く結びついたと伝えられる。



二人は獄中で俳諧を催し、「楽しみの人における、在らざる所なし。山楽しむべく、水楽しむべし、居楽しむべく、行楽しむべし。富楽しむべく、貧楽しむべし。生楽しむべく、死楽しむべし」と記している。（『賞月雅草』）



安政六年五月、松蔭が再び江戸に召喚され、野山獄を出るとき、久子は松蔭に汗拭きを送ったことが伝えられている。そんな別れを名残惜しんでか、彼女は、この冒頭の句を読んだ。



吉田松陰の字（あざな）は鳥の鴫（しぎ）にたとえた「子義」であったが、高須は「鴫」を「鴨」に変えて歌を詠み、別れを惜しんだ。数年後、安政の大獄で松蔭は再び入獄したが、この時にも江戸へ向かう日、久子は獄中で縫った手布巾を松陰に送り「一声をいかで忘れんホトトギス」という歌を返した。



彼女は生来陽気で三味線、浄瑠璃、京歌を好んだという。



入獄当時、獄中唯一の女囚人で三十七歳だったと伝えられている。歌を送った吉田松蔭没後の四十六年後、八十八歳という年齢で生涯を閉じた。
























○河井継之助








「地下百尺底の心を以て事に当たる」







（事にあたる場合には、自分が深い墓穴の地下に入ったような心境で行わなければならない）















長岡藩に生まれ、傾いた藩内改革を断行し立ち直らせたことで知られる河井継之助。



長岡藩勘定奉行の子として生まれた彼は、藩を幕府とは離れた一つの独立的組織に仕立てることを考え、それを実践した。



彼は「人間というものは，棺桶の中に入れられて，上から蓋をされ，釘を打たれ，土の中へ埋められて、それからの心でなければ何の役にも立たないものだ。今の世間一般で心と思うのは真の心ではない」（地下百尺底の心を以て事に当たる）と説いた。



様々な行動規範を独自の表現を用いて語ることが多く、例えば人間の存在意義を「天下になくては成らぬ人になるか、有ってはならぬ人となれ、沈香もたけ屁もこけ。牛羊となって人の血や肉に化してしまうか、豺狼となって人間の血や肉をくらいつくすかどちらかとなれ」といったように表現している。







幼い頃から豪気な性格で、２５才で江戸に学び（江戸遊学で斎藤拙堂に入門。また、古賀茶渓から西洋の事情について学んだ）、目付格評定方随役に抜擢されたが、間もなく職を辞し、備中松山の山田方谷に入門して経世の学を修め、九州に遊んだ。



その後、町奉行、郡奉行を経て、家老上席、軍事総督となり、風紀の矯正、財政の立て直し、禄高改正、兵制の近代化を断行する。



戊辰戦争の際、長岡藩の武装厳正中立を訴えたが、薩摩・長州諸藩の新政府軍に入れられず、開戦となり、落城後会津に逃れる途中、塩沢村という地で戦傷死した。（享年四十二歳）（「河井継之助傳」）
































○山岡鉄舟








「勝負を争わず、心を澄し胆を練り、自然の勝を得るを要とす」



「（事理の二つを修行するにあり、）事は技なり理は心なり」



「心の外に刀なきなり」















剣を千葉周作に学んだ幕臣（大目付）、山岡鉄舟。



剣と禅、書の達人としてもその名が知られ、思想家としての評価も高く、剣術修行の中に哲学を持ち込んで、無刀流という流儀を立てた。



武芸を重んじる家に生れ、剣術の諸流派を学び、一刀正伝無刀流の開祖としてその名を馳せながらも、幕臣として、浪士隊を結成し、江戸無血開城の際に、敵対する官軍に駐留する西郷隆盛のもとに単身で面会に行き、談判を進め、これに貢献。



同時代の西郷隆盛は山岡鉄舟を評して、



「地位も名誉も金も命すらも眼中にないやつほど扱いにくいものはない。しかし、そういうやつでないと事に当たる時に頼りにならない。」と語っている。







通称は鉄太郎、号を鉄舟とした彼は、その剣から学んだ精神を、



「勝負を争わず、心を澄し胆を練り、自然の勝を得るを要とす」



「（事理の二つを修行するにあり、）事は技なり理は心なり」



「心の外に刀なきなり」



といった言葉として残す。



剣禅一如の精神を求め、追求した彼は維新後は新政府に出仕し、明治天皇にも仕えた。



彼の東京四谷の剣術道場春風館の早朝稽古は荒っぽいことで有名だったが、「一歩一歩いつか昇らん富士の山」（川柳）の「一歩一歩」は修行の深さだったのだろう。
































○伊藤龍太郎








「たらちねに先だつ罪は重くとも　いかがはすべき天皇（すめらき）のため」







（これまでに重い罪を背負いましたが、すべては天皇（天下国家）のためでした）















幕末の農民・剣客として、尊皇攘夷運動に命を賭け、儚く散った男・伊藤龍太郎。



貧農の出であったが、幼い頃から賢明な性格であり、十四歳で柏原藩士広瀬門平という人物の養子に入った。



が、百姓の生まれだということで人から差別され、養家を去る決断をする。



剣術の世界は実力本位であると、その腕を磨くことを決意した伊藤は、江戸の桃井春蔵や北辰一刀流（千葉周作）道場、京都の大野応之助といった名だたる道場に入門し、その実力を発揮し、水戸藩校弘道館教授にまでなったという。



後に但馬生野代官所地役人の剣術指南役となり、伊藤は帰郷して生野に道場を開いた。



彼が道場を開いたもう一つの理由として、仲間と計画する農兵組織の一環として農民訓練を行うという目的もあった。



尊皇攘夷の思想に触れていた伊藤は同志とともに、挙兵運動である「生野義挙（但馬の変）」を決行する。しかし、この挙兵は間もなく失敗して解散となってしまった。



それでも伊藤はなにくわぬ顔で生野の道場で撃剣を教えていた。いずれまた兵を挙げるチャンスが巡ってくると考えていたのだろう。が、ある夜、出石藩兵四十人に踏み込まれて捕らわれてしまい、その思いを達することなく、慶応三年十一月京都の獄中で病死した。



天皇を中心とした世の中に作り変えたいという思いを「たらちねに先だつ罪は重くとも　いかがはすべき天皇（すめらき）のため」と表現した彼は「両親より先だつ不幸を許して欲しい。これも天下国家のためです」との言葉を残し、この世を去った。




























○麻田剛立








「この事あれば必ずこの理あり、われまさに深く詣（いた）り明らかにその理を究めんとす」



「永遠の宇宙の営みに較ぶれば、人間の一生は、これ星のマタタキの一つにもしかず」















江戸期において国内ではじめて地動説を唱えた町の天文学者・麻田（綾部）剛立。



幼少時から勉強好きで、数学に強い関心を示し、日常の太陽の動きから自分の影が動くことに興味をもった麻田は、天文学に傾倒するようになる。



若い時から向学心旺盛で、実践して天体の観測や動物の生体解剖実験を行う日々であったという。



やがて、父親のすすめで医学を修め藩主の待医となったが、天体研究が思うようにできなかったことを理由として豊後を脱藩。藩を脱したことによる追跡を逃れるため、姓を綾部から麻田と変え、大阪で医師として生計を立てながら、天体・星暦の研究に没頭した。当時の幕府は世間に通用していた宝暦甲戌暦が改暦から４０年になり、暦本と天歩と合わず、日食予報もずれていた。



そんな折、麻田は独自の研究により、日食が起こる日を予言する。



やがて地動説を唱えることで世間を震撼させ、その名を天下に轟かせた。



それまでの国内日本の暦法の誤りを正し、また天文塾「先事館」で多くの門弟達を育てることにも力を注いだ。



豊かな想像力で天体研究を続けた彼は、一説にドイツのケプラーの惑星運動の第三法則と同様の法則を発見したことも伝えられており、学者特有の野放図で「永遠の宇宙の営みに較ぶれば、人間の一生は、これ星のマタタキの一つにもしかず」とする言葉を残した。医学の分野でも人体・動物の解剖により、優れた見識があったことが伝えられ、彼の実験・実証・実測に基づく姿勢が幕末以降の国内解剖学・天文学をはじめとする近代科学の発展に繋がったことが伝えられている。
















○若江薫子

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







「もとよりも身ははかなきものと知るからは　刃のもともなにいとふべき」（和歌）







（もとより儚い身であるだけに、刃をおそれることはありません）















漢学者・歌人・皇后の教育者として幕末・明治初期を生きた女性・若江薫子（わかえにおこ）。



天保六年、伏見宮家職筆頭の家に生まれた彼女は、幼児から漢籍に親しみ、１８歳のとき、文天祥の「指南集」釈義を著わし、人々を驚かせたという。



若い頃に、彼女と出会ったある人物の述懐によれば、「変わった女で、色も黒く、お化粧もせず、髪も無造作に一本につかねておった。男まさりの女で、しきりに父に向かって論議を挑んでおったことを記憶する。（谷森建男の談話）」と語っている。



才気煥発な少女時代だったが、猪突猛進な性格がいきすぎて、周囲の男達は議論をけしかける彼女に辟易（へきえき）していたという一面もあった。







二十代半ばの頃には、その学問によって自立する女流学者になり、能筆家でもあり、和歌もよく詠んだので、入所前の昭憲皇太后（一橋家の寿栄姫）の待読をつとめ、皇后選定の際にも、発言力をもった。



「昭憲皇太后御一代記」によれば、「薫子は容貌美しからねど端厳の容儀凛として犯すべからず。賢明にして闊達、よく和漢の学に通じ、頗る理義に明かに尊王の念深く・・・」と伝えている。女ながらに「志士の風」があり、「稀に見る女丈夫」だったという。



しかし、極端な尊皇攘夷論者であったため、明治政府の忌諱に触れ、幽閉されてしまう。



彼女の歌に「もとよりも身ははかなきものと知るからは　刃のもともなにいとふべき」というものがあり、その女性ながらに強く生きた気概を伝えている。



赦免後は中国・四国地方を遍歴。晩年は丸亀ですごしたことが伝えられており、著書に「杞憂独語」「和解女四書」を残している。若江は号を秋蘭とした。




















○大田垣蓮月

 　　　　







「世の中のならひながら、子の先だちほどかなしき事はたとへんかたもなく」







（世のならいとはいえ、子供に先立たれるほど哀しいことはありません）















幕末期の歌人・陶芸家「蓮月焼」で知られた尼僧・大田垣蓮月（おおたがきれんげつ）。



寛政三年、伊賀上野城代藤堂金七郎の庶子として、京都三本木で生まれる。名は誠（のぶ）。



生後十日余りで、太田垣家の養女となる。



才能豊かな彼女は、和歌・武技・茶の湯・生花・舞唄などに秀でていたという。



しかし、家庭的には恵まれず、二度結婚したが、諸事情で夫と子供を相次いで失った。



不幸にも、生まれてから父母とも別れ、愛する夫を二人喪い（死別）、（３人もしくは４人ともされる）子供達を失うという体験をしたことで、三十三歳の時に剃髪、蓮月と号し、以後、孤高の生涯を送る。



晩年の彼女は知恩院真葛庵に寓したのち、岡崎村（現・京都市左京区）に移り、陶器作り、詠歌にいそしむようになり、後に「画聖」と呼ばれるようになる若き日の画人・富岡鉄斎を知り、後援者のように援助するようになった。







蓮月が、後年友人であった瑞玉尼の死を知り、その母に送っている書簡には、



「世の中のならひながら、子の先だちほどかなしき事はたとへんかたもなく（中略）いかばかりなげき候てもかへらぬこととはしりながら、今に思ひだしてはなみだながしおり申候、ぜひなき事とはよくよくしりながら、まことにかなしきことに御ざ候。」とあり、自身の喪失体験と重ね合わせながら、友人の母を労っている。



伝承によれば、蓮月はかなりの美人だったので、尼になっても言い寄ってくる男達が多く、彼女は釘抜きで自分の歯を抜いてしまった、とも伝えられている。
























○瓜生岩

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







「女には女の仕事があります」















幕末期の社会事業の母と称された女性・瓜生岩。



文政十二年（１８２９）、耶摩郡（福島県）熱塩村に生まれた彼女は、父母に早く死別。



若くして夫を失うなどの苦難に遭遇する。



時代は混乱期が続いており、明治五年（１８７２）九月、西軍三十六藩は、会津総攻撃を開始。瓜生岩もそれに巻き込まれる。



「総勢共ニ進テ会津ヘ攻込候処、賊徒諸所ニテ防戦候得共、悉（ことごと）ク追放シテ城下ニ乗入候。」（「太政官日誌」）と伝えている。



言い伝えによれば、この時彼女は「逃げ出してはいけません、今は大事なときです。女には女の仕事があります。皆さん、私と一緒においでなさい」と、もんぺ姿に茶筅髷姿で叱咤したことが伝えられている。



小柄な身体で駆け回る岩の指導のもとに、城下の婦女子、武家の妻も、商家の内儀も矢弾を恐れず一群となって働いたという。







特に、敵味方の区別なく行った救護活動はめざましく、私情を捨てて、社会に尽くすという姿勢は当時の女性としては珍しかった。後年、この壮挙を目撃して感動したかの板垣退助は、瓜生会創立発起人となっている。



落城後、分散した家中の子供を旧藩校日新館に集め、小学令公布まで教育にあたり、上京し深川救養所で貧民救済の方法を研究。堕胎捨児の矯正、窮民事業にも専念した彼女の生き様は幕末女性の鏡として後世に伝えられている。












































○林子平








「伝へてはわが日の本のつはものに　法の花さけ五百とせの後」







（五百年後の日本の人たちに私の考えたことが伝わるといいなあ）















「海国兵談」「三国通覧図説」といった著書を残し、寛政年間当時、海防が急務であると唱えた思想家・林子平（はやししへい）。



長崎遊学で西洋の見聞を広め、多くの蘭学者らと交わり、新知識を学んだ彼は、北方のロシアの進出を危惧し「海国兵談」を標し、世論の喚起を促すが、幕政批判とみなされ、処罰を受けた。



先見性のあったとされる彼は、「きっと五百年後には、私のいったことがわかるはずだ」とする旨を伝え、「伝へてはわが日の本のつはものに　法の花さけ五百とせの後」（和歌）という歌を残した。



この彼の和歌での「つはもの」は大和心をもつ武士のような男たちを指している。







やがて、五百年どころではなく、ロシアが南下政策をすすめ、西欧の極東植民地政策で、各国の軍艦が日本を目指して押し寄せてきている。日本の危機的状況を察知していた生前は日本のためには死ぬことも恐れない言動を繰り返していたことが伝えられている。



当時は社会を混乱させる社会悪のように扱われ、歴史上の異端児扱いをされ、「半ば変人」扱いされていた林子平。



幕府は鎖国政策を守るため、彼の主張を無視し、弾圧行動に出て「海国兵談」の版木は没収され、出版も中止を命じられ、彼自身も処罰された。







彼の辞世の句は、



親もなし妻なし子なし板木なし



金もなければ死にたくもなし



というもので、もはや失うものが何もなくなった彼はこの句をもじって「六無斎」と号した。
















○蒲生君平








「丈夫三十尚名無し　剣を学んで中ごろ休み　射半は成る　器量万人の敵に非ざるを愧づ　知らず終に是れ一書生」







（世の中では３０にして立つ、というのに、自分はいまだに名も無き人間に等しい。剣術や射（弓術）を学ぼうとも志したが、どちらも中途半端な状態のままだ。自分の器量を考えても、万人を敵とするところではなく、これも恥ずかしく、終に一書生にすぎない存在のままです）















幕末の学者として町人の子として生まれ、家は代々油商で、農業にも従事した蒲生君平（がもうくんぺい）は、机上の空論を嫌う、有言実行型の学者として知られた。彼の生涯は志望と挫折に彩られている。



彼は当時の海防論に傾倒し、国事を論じあうため、かの「海防兵談」を著した林子平を訪ねたが、相手の林子平は、海防の知識の無い一書生に過ぎなかった彼をあまり相手にしなかった。それでも、彼の気概だけは認めた。蒲生は奮起する。



やがて時世の改革論「今書」を起草。



当時の幕府としては、ロシアの南下政策に対処できる手段がなかったが、そうした折に、蝦夷地におけるロシアとの衝突を知ると、東北を巡り、人々に語りかけるかのように国を憂いたという。



蒲生君平は、当時、さらにないがしろにされていた歴代天皇陵墓の調査にも力を入れた。その荒廃ぶりに驚愕し、「山陵志」を京都で著述する。







彼は自らを一書生の青年男子に喩え、「世の中では３０にして立つ、というのに、自分はいまだに名も無き人間に等しい。剣術や射（弓術）を学ぼうとも志したが、どちらも中途半端な状態のままだ。自分の器量を考えても、万人を敵とするところではなく、これも恥ずかしく、終に一書生にすぎない存在のままだ」とし、自分の存在の小ささと無力感を嘆いたが、後世においてその憂いに満ちた生涯と著述の功績が伝えられている。




















○大塩平八郎

 　　　　







「一日を以て百年と為し、百年を以て一日と為す」







（一日を百年過ごすつもりで生き、百年をもって一日をみなす）















儒学者として、天保の大飢饉の際に、民衆と乱を決起したことで知られる大塩平八郎。



豪商による米の買い占めと幕府の貯蔵により、米価が高騰し、民衆に米が回らなくなった天保の大飢饉の折、彼は当局に買い占めをやめさせることを進言。自分の禄米の担保提供提案や、蔵書を処分するなどの私財を投げ打つ救済活動を展開するも、やがて武力決起による方法でしか、問題の解決が望めないことを悟ると、彼は門人に軍事訓練を行い、民衆と共に決起するという「大塩平八郎の乱」を起こした。







もともと彼は代々の大阪町奉行所与力として禄を受ける立場だったが、在職時から幕府（奉行所）の不正を暴き、内部告発する清廉潔白な人物であったという。



結果的に自決するという運命をたどったが、その高尚な人格と一本気な性格、学識の広さが当時の人々の信頼をもたらした。







この大塩の姿勢が彼の「一日を以て百年と為し、百年を以て一日と為す（一日を百年過ごすつもりで生き、百年をもって一日をみなす）」という言葉で言い表されている。



生活も規律正しく、午前二時に起床し、午前五時に自宅で経営していた塾の門人を集めて講義をし、その後、働くという生活スタイルを貫き通した。その厳格な講義は門人達が指導者の大塩の目をまともに見る事ができないほどだったという。（「洗心洞剳記」）












































○間宮林蔵








「世間の地圖は前にもいひしごとく、（日本滿洲の間殊の外遠くしるせしは、）全く地勢を知らざるか、又はいむ所ありしにやとぞ」







（世間の地図というやつは、思っていたよりも、全く地勢の実情を伝えていないものだったんだなあ）















樺太・蝦夷の探険家として知られる間宮林蔵。



常陸国筑波郡上平柳村の農民の子として生まれ、隣村の堰工事をきっかけに江戸に出る。



知人に伴われ蝦夷地にわたり、翌年同地にきていた伊能忠敬に測量技術を学んだ後、東蝦夷地・南千島の測量に従事するようになった。



文化６年(１８０９)、単身海峡を渡ってシベリア大陸に上陸し、黒竜江下流域を調査。これは過酷なアドベンチャーであったことが伝えられている。



当時未知の地であり、現代のような近代装備や動力・ガイドのいない状況下。彼の北地探検は１６ヶ月に及んだといい、未開の北地の厳冬により、凍傷で手指を失った。厳冬の異常気象の中で凍傷により、自らの手指が日々形を失い、朽ちていったという。



常に命の危険とも隣り合わせだったこの探検によって、彼は大陸と樺太の関係を明らかにするとともに、ロシアと清国の国境線が黒龍江にあることを発見する。空白の地であった樺太は、この彼の探検によってその実情が明らかとなった。



そして文化１４年(１８１７)、蝦夷地沿岸実測をほぼ成し遂げ江戸に帰り、資料を伊能忠敬に提供。文政４年(１８２１)の伊能忠敬『大日本沿海輿地全図』において、蝦夷地方図は大半が林蔵の資料によるものであった。



推測や仮定ではなく、自らの肉体を駆使し、海を渡ることで実証してみせた意思と行動力が、彼の「世間の地圖は前にもいひしごとく、（日本滿洲の間殊の外遠くしるせしは、）全く地勢を知らざるか、又はいむ所ありしにやとぞ（世間の地図というやつは、思っていたよりも、全く地勢の実情を伝えていないものだったんだなあ）」という言葉として今に伝えられている。



間宮海峡（彼の名にちなむ黒龍江とサハリンの間の海峡）は南極の白瀬湾のほかには日本人がその発見者として示される唯一の世界地図の地点名である。（「窮髪紀譚」）












○高田屋嘉兵衛

 　　　







「四海波静かにて　國も治まる時つ風　枝を鳴らさぬみ代なれや　逢ひに相生の松こそ　めでたかりけれ」







（近海の４つの海は静かになり、国も治まる様子です。根を同じくする二本の松のように諍いのない国づくりにはげみましょう）















廻船業者（海商）として廻船商人の身でありながら、日本とロシアの紛争を巧みな交渉術で回避した、交渉商人として知られる高田屋嘉兵衛（たかたやかへえ）。



淡路島の農民の息子として生まれ、漁業に従事していた彼は、商売（蝦夷地経営）を目的として北海を航行中、ロシア船にさらわれて捕虜になるという体験をした。



嘉兵衛がロシア船に遭遇した時「不審に思って目をこらすと小舟が近づいてきた。すると突然、船底から１０人ほどが姿を現した。ロシア人だった。」（「高田屋嘉兵衛遭厄自記」）



ロシアに捕らえられ「此度天運つき候（このたびてんうんつきそうろう）」と感じた彼は、



極地の地から抜け出すための賭けとして、自らが仲介役となり、日露戦争を解決する交渉役を買って出た。彼は自らの脱出のみならず、武力衝突の危機が高まる日本の命運までを背負う立場になるも粘り強い交渉を行い、この問題を解決。



後に高田屋嘉兵衛は「私は一介の商売人です。心安く暮らせれば、それでいいのです。」（「高田屋嘉兵衛遭厄自記」）という言葉を残している。



後に北海で嘉兵衛を捕らえたロシアのリコルドという人物が彼に宛てた手紙では「親愛なる大将（嘉兵衛）へ。今も私の友情に変わりはありません。あなたから学んだ、隣国への思いやり。私は、日本とロシアが友好を深めることを願っています。」と彼への敬意を伝えている。



嘉兵衛はリコルドに「四海波静かにて　國も治まる時つ風　枝を鳴らさぬみ代なれや　逢ひに相生の松こそ　めでたかりけれ」という歌をおくったという。「対日折衝記」・謡曲「高砂・四海海」




















○田村寛一郎








「（日本の国に生れ、天皇陛下の臣民としてその一助にもなり）庶民の福祉を増進するのは私の本分とするものでこの案を作りました」















自由民権家（明治憲法私案の作成者）であり、新潟県会議員でもあった田村寛一郎（たむらかんいちろう）は、弘化二年（１８４５）新潟県南魚沼郡中村に生れた。



家は呉服商・四十物商（あいもの・雑貨屋）と質屋を営んでおり、相当繁盛していたという。父を助けながら商売を手伝い、青年の頃から読書に興味を持ち、幕末・明治初期に新しい学問が起こり、新刊書が次々に出てくると、これらを仲間と共同購入して国学や漢学を勉強した。



やがて、家督を継ぎ、数年の後、父の経営していた呉服商等をやめ、仲間と蚕糸業や機業組合等を作ることに奔走。一時は売り上げも伸び、軌道に乗りかけたが、結果的にうまくいかず、解散。その後、新潟県議会補欠選挙に当選して以来六期の長期にわたって県議会議員を務め、当時多難であった県政に実績を残した。愛国精神を持った清廉潔白な人柄は周囲の信頼を集めていたという。



こうした経緯を経て、国の政治にも興味をもち、やがて「私草大日本帝国憲法案」を策定し、関係の政治家にこの私案を提出した。



彼の案の特徴は民権を重視する事にその意を注いだユニークなものだった。彼の人柄も反映されたこの案は信教の自由や出版言論の自由、外国人との結婚の自由や死刑禁止の考えを盛り込んだものだった。（特に死刑禁止の条文は植木枝盛の憲法草案と並んで、もっとも民主主義的な内容だったとされる。今の憲法より、さらに一歩進んでいるとも考えられている）



田村が知人にあてた手紙によれば、「日本の国に生れ、天皇陛下の臣民としてその一助にもなり庶民の福祉を増進するのは私の本分とするものでこの案を作りました」とする手紙を送ったことが伝えられている。



最も古い私擬憲法といえる「私草大日本帝国憲法案」を草案したこの田村寛一郎だが、実はかの皇室（皇太子妃）の小和田雅子の先祖にあたる。












○長瀬富郎

 　　　　　　　　　　　　　







「天佑は常に道を正して待つべし」







（天の助けは、いつも正しい行いをすることによりもたらされる）















実業家として文久三年、美濃国（現在の岐阜県）に生まれた長瀬富郎（ながせとみろう）。



造り酒屋を営む家に生まれ、その後、母親の実家が営む塩問屋兼荒物雑貨商「若松屋」で奉公を始める。１７歳の時、下呂支店の副支配人にまでなったが、店を辞めて、上京。その折、米相場に手を出して大失敗し、それまで貯めた独立資金の１５０円（現在の約５００万円）を全て失い、無一文となった。



しかたなく、日本橋の小間物問屋「伊能商店」に入店するも、わずか一年ほどで辞め、再度の独立商売に挑戦。「長瀬商店」を創業する。



先の伊能商店時代に、当時の長瀬は「石鹸」が需要のある商品である事に気づいていたという。







当時売られていた石鹸は国内・海外商品を含めて粗悪品が多く、クレームや返品が多かった。そこで彼は知人のツテを頼り、石鹸職人や科学者（ジアスターゼの発見で有名になった高峰博士）の協力を得て、香料が使われた自分でも納得のいく石鹸を開発した。



彼はこの商品を当初、「香王（かおう）」と名づけたが、後に「花王（かおう）」と改め、商品価値に見合う値段で売りに出し、これが大ヒット。現在の花王の基礎を築く。







「天佑は常に道を正して待つべし」



彼は自分の事業が成功したのは協力者の助けが得られた事にあることを痛感し、また、事業の方向の正しさが協力者を引き寄せることに気づき、この言葉を残した。
































○伊庭貞剛








「人の仕事のうちで、一番大切なことは、後継者を得る事と、その仕事を引き継がせる時期を選ぶ事」















第二代住友総理事として、また別子銅山中興の祖として知られた実業家・伊庭貞剛（いばていごう）。



彼は江戸時代後期の弘化四年に、現在の滋賀県で代官の息子として生まれ、京都御所で天皇を守るために組織された禁衛隊という組織に入隊後、法曹界に籍を置き、検事・裁判長・判事などを経験する。官界に失望したため、やがて辞職。



その挨拶に、古くから続く住友財閥の総理事を務めていた伯父・広瀬宰平を訪ねた際、「住友には国家のために果たさなければならない仕事があるから、是非力を貸してほしい」と頼まれ、入社した。







やがて伊庭は１８９０年代に、煙害問題を抱え、近隣住民とトラブルになっていたていた住友の新居浜精錬所を四阪島に移設し、トラブルを解決。このとき、移転先の四阪島は島民の所有地だったが、伊庭は部下に命じて、自身の名義でこれを買い取り、移転計画を成功させた。







やがて、この精錬所の移転した後の山を自然に帰すことを思いつき、植林と自然環境の回復を行う。（ここにおいて設立された管理会社が住友林業）



こうした彼の活動は、現在においても環境保護活動の分野では高く評価され、企業の社会責任の先駆者と言われるようになった。



「人の仕事のうちで、一番大切なことは、後継者を得る事と、その仕事を引き継がせる時期を選ぶ事」だと主張した彼は、事業経営する立場の人間として、住友という一社の企業の利害にとらわれず、また事業の後継問題にも深く言及した人物としてその名を残している。
























○小松帯刀①

 　　　　







「早まりて事を破り給うな」







（うかつに早まって、大事を仕損じないようにしなければならない）















天保六年、薩摩喜入にうまれ、薩摩勤王派の代表的存在として知られた薩摩藩士・小松帯刀。



島津家の名門喜入領主肝付主殿の子で、小松清猷の養子として入り、若い時は尚五郎、清廉とも呼ばれた彼は、生来の聡明さと政治的能力、人間性によってその名が当時の外交官達の中でも知られていた。



文久元年、藩政改革に際して、側役として島津久光を補佐し、下級武士・大久保利通にも活躍の場を与え、有形無形の援助を惜しまなかった彼は、文久二年久光上洛の折には、家臣筆頭としてお供、久光の意を汲んで国事にあたり、この年家老となった。







当時、小松帯刀の所属する薩摩藩は、国内形勢に対し、藩として朝廷と幕府の融和を図ろうと方策を進めていた。



しかし、藩内の急激な志士達は、こうした方策をもどかしく思い、脱藩して京都においてた藩の志士と強行に事を成し遂げようとする。



そうした状況を懸念し、小松帯刀は周囲を説得する行動に出る。



当時の鹿児島の志士・是枝柳右衛門の日記に、



『小松帯刀殿より申されしは「貞至（是枝のこと）近日発足の聞えあり。必ずとどめ置候へとの事なり。近日大機会もあるべし。早まりて事を破り給うな」とぞ申されける。』



とあり、慌てて事をおこすことの危険性を彼が諭したことを伝えている。








































○小松帯刀②

 　　　







「コヽ元モ無事二御座候マヽ、アンシンナサルベク候」







（こっちは無事にやっています。安心していてください）















小松帯刀は政治的手腕だけではなく、情に溢れ、人柄が温かく、親しみやすい態度の人物だったと伝えられている。



彼と接点のあった当時の青年外交官アーネスト・サトウは「小松は自分が知っている日本人の中でも、一番魅力のある人物だった。」と伝えている。



そんな彼の自分の妻へのほのぼのとした思いやりを伝える手紙が残されている。



元治元年、３０歳の正月に京都から妻・於近（千賀）へ宛てた手紙には、



「早々めでたいね（早々メデタク）そっちの暮らしはどんな感じだい？（クラシ候ハント、イカバカリ）まづまづ、僕はすごく元気でやってるから、心配しないで大丈夫だよ。（拙者ニモ大元気二相勤メ居ル）」（正月五日　妻・於ちか宛ての手紙より）



彼は、このような内容の手紙を正月の２週間だけで３通も出し、妻（千賀）に近況報告している。







家庭円満で夫婦の関係を大切にしていた小松帯刀は、周囲の人間にも気遣いをみせている。



かの坂本龍馬とお龍が薩摩の霧島旅行をした折にも、弁当代わりにカステラを持たせ、二人を湯治案内し、また彼らが滞在中に次のような歌を詠った事が伝えられている。



「西の国からお主の使ひ、風蕭々として易水寒し壮士一たび去つて又還らず、ならにや動かぬ武士の道」







小松帯刀と千賀の二人には子供ができなかったので、小松家の存続のため、後に小松帯刀は「お琴」という女性を側室に迎えた。彼女は２６歳という、うら若さで亡くなってしまったが、心から小松を慕う彼女は死ぬ間際まで小松との思い出を懐かしがり、「私が死んだら、帯刀公の傍らに埋めてほしい」と遺言したという。




















○十返舎一九








「此世をば　どりやおいとまに　せん香と　とともにつひには灰左様なら」（遺言）







（この世をば　どりゃ、お暇に線香の煙と共に終には、はい、さようなら）















浮世絵師・大衆作家として「東海道中膝栗毛」の作者として知られる十返舎一九。



有名な弥次さん、喜多さんという登場人部による滑稽本（道中記）を描き、当時の大流行作家となった彼は、もともと武士（奉行所の書記）の子として生まれ、本名は重田貞一（さだかつ）といった。



一時期は役人としてまともに婚姻生活を送っていたが、生来の酒好きで、長い貧乏生活から放蕩・奇行も多く、大阪滞在時には材木商に入婿したが離婚される。



江戸での武家奉公を経て、大阪に移り、浄瑠璃を学び、蔦屋（つたや）という地本屋の食客となり、多くの黄表紙や洒落本を発表し、自身の東海道往復で資料を蓄積して書いた『東海道中膝栗毛』の大ヒットで、貧乏ながらも洒落本作家として生活できるようになった。



十度繰り返し焚いても、香りが失せることのないという霊妙な「黄熟香」にちなみ、香道を嗜んだ彼は、この「十返しの香」から「十辺」をペンネームとする。







彼は天保二年、亡くなったが、初代・林家正蔵の伝えるところによると、彼は死に望んで、自らの死を予測し、前日に頭陀袋に線香花火を沢山詰めておき、当日、自分の死体もろとも火葬場で花火の煙と共に世を去るという演出をした、という逸話を残した。



死の間際まで、人々を楽しませたサービス精神が、彼の時世の句「此世をば　どりやおいとまに　せん香と　とともにつひには灰左様なら」と共に語り継がれている。



独特な個性で時代を生きた十返舎一九は死の最後まで人々を楽しませる作家芸人魂をみせ、この世を去った。
























○二宮尊徳①








「大事をなさんと欲すれば、小なる事をおこたらず勤むべし。小積もりて大となればなり。およそ小人の常、大なる事を欲して、小なる事をおこたり、出来がたき事を憂いて出来易き事を勤めず」







（大きな事を成し遂げようとするのなら、小さなことを怠らずに積み上げること。小さなことを積み上げて大きな成果が得られる。世間の一般の人は、小さな簡単なことさえも怠り、出来ないことを憂いているもの）











農政家・思想家として知られた二宮尊徳。薪を背負い、読書をする孝行人の銅像のイメージで一般に知られる彼だが、現代の視点からは見ると、彼のその実像は異なって見える。



一口に彼は事業合理化・土地資産活用運用のプロとして当時その名を世間に広めた。



天明七年、相模栢山村に生まれた彼は、通称を金次郎（金冶郎）といい、実名は尊徳（たかのり）といった。



父親の利右衛門は一族１３軒に及ぶ名家の一だったが、尊徳が５歳のときに酒匂川の氾濫で田畑が流失し、没落。病に倒れた父に代わり、芝刈り縄ない草履を作って奮闘したが、１４歳の時に父が死に、２年後に母も亡くなる。二弟は母の里方に、尊徳は伯父・万兵衛方へ、ついで名主の岡部善右衛門方に寄食させた。



やがてそんな苦労を尻目に、二宮尊徳は独自の商売感覚を発揮し始める。



家財を売り払い得た８両を資本に金貸し（ファイナンス）で利殖を計る傍ら、砂埋田を開墾しては貧農に貸付け、二十四歳の時には、一町反歩の地主となる。彼の土地資産はここにおいて膨大なものになった。２年後、小田原藩家老服部家に若党として入り、同家の生計建て直しを命じられ、５年間で見事に立て直しに成功。以後、生涯を通じて、６百余の村の復興にあたり、至誠、分度、勤労、推譲を基本にした彼独自の報徳仕法（土地活用による資産増強）を世間に広めた。
























○二宮尊徳②








「一理を学ぶ時は一理を行ふべし」







（一理を学んだら、その一理を行え）











優れた農民思想・田畑・地域活用家として知られた二宮尊徳の学殖は深く、また重いものとして伝えられている。彼は、当時として、学んだことから様々な原理を引き出している。



尊徳が説いた経済・道徳思想には「報徳仕法」というものがあり、いわば至誠・分度・勤労・推譲の大きく４つの柱の考えから成っている。







至誠とは「まごころの気持ちをもってあたること」



分度は生活設計のことで、「分（収入）にあわせて生きる」



勤労は「勤めて労働する」実践的な行動を指し、



推譲は「（自分の働いた）余剰分を他人に譲る」



というもの。



これにより、推譲を受けた者はその徳に報いようと恩を返すことになる、という流れを指している。



「譲るに益あり、奪うに益なし」という考え方に基づいて地主や耕作者達の収益能力を高め、長期的な土地（田畑）資産の向上を図った尊徳のやり方（ノウハウ）は広域に渡る国内地域の農民に受け入れられた。



彼は、実践の中で目に見えないものにこそ、教えの真髄があるとし、「見えぬ経を読む」という言葉を残しており、実践行動を重んじ、単に本を読みの、ノウハウを知るだけで、実践に繋がらない世間の様子を憂い、「単なる本読みになってはいけない」とも語った。



実践を重んじた彼は、「一理を学ぶ時は一理を行ふべし」（一理を学んだら、その一理を行え）という言葉を残した。



当時、天保の大飢饉という飢饉が国内で発生したが、彼の手がけた地域では死者が出なかったことなどから、徐々に（運用・活用能力の）評判が広まり、関東各地の復興に尽力。老中・水野忠邦に認められ、幕臣に登用される。いわば「地域活性・農産事業再生のプロ」だった尊徳の手腕は全国にとどろき、北は陸奥一関から南は九州熊本にいたるまで影響を及ぼした。












○二宮尊徳③








「国家最大の損失は　人心の田畠の荒れたる事也　其次は　田畠山林の荒れたる事也」







（国家経済の損失は穀物が出来ないわけではなく、その田畑を耕す努力をしないことによる）















貧農の長男として生まれ、荒地を開墾して一家のみならず国内地域を再興した二宮尊徳。小田原藩家老の財政再興、荒廃した藩主の分家知行地を復興するなど、農政改革を指導した彼の言葉に、「国の最大の損失は、人心の田畑が荒れることであり、その次は田畑山林が荒れることだ」というものがある。



農民出身の二宮尊徳は「穀物が出来ないわけではなく、その田畑を耕す努力をしないことが原因だ」と説き戒めた。



有用な田畑・土地資産をもっていても、その活用者にノウハウや有効活用する意思がなければ、その田畑土地は死んでしまうことを尊徳は説いた。



尊徳は「土も徳（意思）を持っている」と考え、「農民が土を耕してその徳を発見し、種を植えて土の徳により農作物を育ててもらう。土はそれを感じ、自分の徳を発揮して、農民の特に報いようとするのだ」と、説いている。



貸金業（個人向けファイナンス）から身を起こし、土地（田畑）資産活用の運用アドバイザーに転じ、地域再生のプロになった尊徳にとっては、お金も土地も地方（小田原藩）行政（財政）も意思のある生き物と捉えていた。



尊徳は政治形態（豆腐の箱）と国民（豆腐）を喩え、「政事は豆腐の箱のごとし、箱ゆがめば豆腐ゆがむなり」（「二宮翁夜話」）とも言い残している。







ひるがえって彼の尊徳というのは「徳を尊ぶ」という二宮金次郎の考え方をあらわす号だとされている。



勝海舟は、「二宮尊徳には、一度会つたが、至つて正直な人だつたヨ。全体あんな時勢には、あんな人物が沢山出来るものだ。時勢が人を作る例は、おれは確かに見たヨ。」（氷川清話）と伝えている。












○平賀源内








「人参呑（にんじんのん）で縊（くびくく）る痴漢（たわけ）あれば、河豚（ふぐ）汁喰ふて長寿（ながいき）する男もあり」















江戸後期、讃岐（香川県）の本草学者・医師・発明家・画家・作家といった多面的な存在として知られた平賀源内は常識を捨て去った幕末人として知られた。







多彩な学問の発想から国内絵画に遠近法を用いたり、芝居の脚本や戯作も書き、本草学（植物学）に詳しく、鉱山の探索なども好み、産物のブローカーなども行なった。



当時の彼は幕府老中の田沼意次に召しだされて、漢方薬を探すために日本国内をくまなく歩き、随筆なども残している。



一般人の常識を逸脱した行動を取ることを好んだ源内は、



「人参呑（にんじんのん）で縊（くびくく）る痴漢（たわけ）あれば、河豚（ふぐ）汁喰ふて長寿（ながいき）する男もあり」（「放屁論」）



という言葉を残している。



ここでの人参は効能のある漢方薬を指す。そうしたものを呑んでも首をくくるような人間もいれば、河豚のような生死に関わる食材を食しても、長寿をまっとうしてしまう人間もいることを皮肉めいて語っている。







鎖国を行なっていた当時の日本で鉱山開発や油絵や外国の諸文化等も紹介し、異能の人物と評された源内。



常識とされているものが、通用しない無常さもあることを源内は説き、そこから多様な発想を生み出し、多くの事績を残したことが伝えられている。




































○田中久重








「知識は失敗より学ぶ。事を成就するには、志があり、忍耐があり、勇気があり、失敗があり、その後に、成就があるのである」











幕末期の「日本のエジソン」とも称された田中久重。



近代科学技術史にも名を刻む天才的発明家・機械技術者として名を残している。



寛政十一年、筑後久留米に生まれた彼は、九歳で硯箱（すずりばこ）の金輪細工、十二歳で久留米絣絵型機械、空気銃を完成。



少年期、寺子屋の仲間に自分が作った（開かずの）硯箱を「これ、開けてみ」と促したが、その何の変哲もない硯箱を誰一人として蓋を開けることができず、周囲を不思議がらせ一人悦に入っていたという逸話を残す。



文政年間、手製のからくり人形を携えて、北九州から京都、大阪、江戸を見世物興行して周ったが失敗するも、その後京都に赴いて四条に「機巧堂」を開店した。



各種照明器具、和製時計の傑作「万年自鳴鐘」を完成。手押しポンプ、ボギー車を考案。



朝廷から「近江大掾（おうみだいじょう）」（天文家としての学識を備え、最も優れた職人にのみ与えられる称号）に任じられ、「日本第一の細工師」と称される。



安政二年、佐賀藩の招きに応じて「機巧堂」を閉じて佐賀へ移住し、佐賀藩精錬方で、発明に従事。小銃大砲の鋳造と改良、蒸気機関砲の雛型を作成し、電信機の試作にも成功した。



慶応二年には、日本最初の蒸気船建造に成功。維新後、７６歳の老齢で東京に移住し、電信機の製造に献身し、モールス電信機を完成させてた。その工場は三井の手に渡り、東芝（ＴＯＳＨＩＢＡ）の発端となった。



医学や物理学、化学、兵学、砲術にも精通し、日本の近代の幕開けの時代、一生涯新しいモノづくりに挑戦し続けた彼のアイデアとユーモア、いたずら心は、奇天烈なモノから時代の最先端の製品までをつくり上げた。



久重は、「私は発明工夫をもって天下に名を揚げたいと思います。家職は弟に継がせてください」との言葉を残している。「知識は失敗より学ぶ。事を成就するには、志があり、忍耐があり、勇気があり、失敗があり、その後に、成就があるのである」これが彼の到達した境地だった。
















○木戸孝允（桂小五郎）








「人の巧を取つて我が拙を捨て、人の長を取つて我が短を補ふ」







（人のたくみなところを学んで、自分のまずいところはなくす。人の長所を学んで、自分の欠点を補うこと）















（人の長を取る）―幕末から明治にかけて活躍した長州藩士・木戸孝允（桂小五郎）。



薩長同盟の際には長州藩代表として、これを成立させ、維新後は岩倉使節団の副使となり、欧米視察を行ったことで知られている。



もともと藩医の息子として生まれた彼は、同じ長州藩の吉田松陰と親交を結び、後に江戸に遊学して剣術を学んだ。



塾頭に推薦されるほどの剣技を身につけていたが、生涯刀を抜いて人を斬ったことはなく、やがて勤王の志士として活躍するようになると、その政治工作に才腕を発揮するようになる。吉田松陰はこの木戸孝允を「ものごとを成し遂げる才能がある」と評価していたという。







長州征討の対応、薩長同盟、明治新政府の創設、参議内閣制の確立、立憲政体、岩倉使節団の実現と幕末から明治にかけての彼の功績は多大なものがあった。



　彼の信条は他人の長所を学び取り、それを自分のモノにしてゆく、というところにあったが、彼の柔軟な思考とその国事の仕事面での調整能力は、同時代の多くの志士も彼から学んでいる。



彼の長州藩での弟分だった伊藤博文（後の初代総理）は、「木戸（孝允）公は才識ともに勝れた人で、どちらかといえば、寛仁大度、（知）識量の広い人」だったといい、「木戸公は識の高いだけに、識によって物事を判断して往こうという人」だったと伝えている。（「伊藤博文直話」より）



明治十年、西南戦争にあたり、京都に出たが、執務中病を再発して４５歳の若さで死去した。
























○横井小楠








「人決死の地に入れば、心必ず決す」







（人は決死の窮地においこまれれば、すべての決断ができるようになるもの）















肥後藩の有志として知られた横井小楠はビジョンを描く力と決断力の大切さを伝えた。



彼は江戸遊学で藤田東湖から水戸学の影響を受け、藩内に実学党を結成したことがあった。やがて、開国論を唱え、越後藩に招かれ、数多くの意見書を上申し、この越後藩の由利公正と協力して殖産貿易事業を推進する。越後の松平春嶽が幕府政治総裁職に就任すると、幕政改革にも着手した。



横井小楠は、藩を越えて日本を見据えるべきだとして、幕府の徳川のための「私」の政治を「公」の政治に切り替えるべきだと主張。公議政体による政治のあり方を変えることにより、日本の近代化建設のビジョンを描いた。



彼の意見書の「国是七条」の考えは、後に坂本龍馬の「船中八策」や由利公正の「五箇条の御誓文」にも強い影響を与えた。







幕藩体制・鎖国を批判し、新しい社会国家の構想を「交易」「公共」という視点から提言し、同時代人に多くの示唆を与えた横井小楠は「人決死の地に入れば、心必ず決す」として、生涯を通して幕府・藩を超えた統一国家の実現に尽力した。







知人だった勝海舟は「おれは、今迄に天下で恐ろしいものを二人見た。それは横井小楠と西郷南州だ。」と語っている。



勝海舟は続けて、「横井は、西洋のことも別にたくさんは知らず、おれが教えてやったくらいだが、その思想の高調子なことは、おれなどは、とてもはしごを掛けてもおよばぬと思ったことがしばしばあったよ」と語ったという。



維新後は参与となったが、明治二年の正月、京都で暗殺された。




























○土方歳三①








「しれば迷ひ、しなければ迷わぬ恋の道」







（すれば迷い、しなければ迷わないのが恋の道）















かの新撰組の中でも、「恋多き男」だったことで知られる土方歳三。



「しれば迷ひ、しなければ迷わぬ恋の道」と詠った彼は、端麗な容姿で、彼の地元・多摩武州でも若いときから女性からの人気があったことが伝えられている。



女性の人気もあり、地元多摩でも京都でも大阪でも恋多き男として有名だった。







彼が、故郷の人間に宛てた手紙によれば、「まず、京にては島原の花君太夫、天神、一元、祇園にては、いわゆるけいこ三人程これあり、北野にては、君菊、小楽と申し候まいこ、大阪新町にては、若鶴太夫ほか二、三人もこれあり、北野新地にては、沢山にて筆にては尽くし難し」と記していた。土方のなじみの女性は、名前が挙がっているだけでも上洛してから９ヶ月の間に１２人もいたという。







土方はかなりの男前で、隊務の暇を盗んでは、京都、大阪の遊郭で浮名を流していた。



あるとき、彼は京都から日野の剣術道場の門人に小包を送ったことがあった。その同封の手紙に「すばらしき貴きものを門人一同に送る」と書かれており、門人達が中を紐解くと、中からは京都や大阪の色町のなじみの娼婦が土方歳三に宛てた根連れるな内容の恋文が１０数通も出てきたので、彼らは「また石田（多摩の石田村・現在の東京都日野市）の歳さんに一本取られてしまった」と大笑いしたという。












































○土方歳三②








「よしや身は　蝦夷が島辺に　朽ちぬとも　魂は東の　君やまもらむ」







（自分は北海道の地で死を迎えるが、自分の魂は君（国・天皇）をまもるだろう）















新撰組・土方歳三の多摩の実家は当時の石田散薬という薬屋を営んでおり、行商をしたり、多くの地元の人を使って商売をしていた。そこでの体験が彼の後の新撰組副長としての組織の運営能力に生かしていった。







若いときには陽気で、人の使い方もうまく、周囲の評判もよい人間だったという土方歳三。そんな彼ではあったが、時代は彼の性格を大きく変えたことが伝えられている。



新撰組の副長として激動の数々の経験し、京都の治安維持のために働いていた彼等の剣技と非情な行動は志士達の間でも恐怖の的になっていた。



あるとき、京都から地元・多摩に戻ってきた彼は「全く性格の違う人物になっていた」という。



当時の証言記録によれば、彼は「かつての陽気さが影をひそめ、非常に厳格な人物になっていた」ことが伝えられている。



抵抗する勢力を容赦なく斬殺する集団という側面のあった新撰組の中で土方は副長として隊を束ねてゆく必要に迫られていた。いつしか「鬼」あるいは「修羅」とまで囁かれるようになった彼は、鳥羽伏見の戦いで、疵を負った長の近藤勇の代わりに指揮をとり、その後、各地を転戦する。戦況の悪化する中で、彼は最期の地・函館五稜郭で、一人の隊士を呼び出し、自分の髪と一枚の写真を渡した。そのとき、彼は「よしや身は　蝦夷が島辺に　朽ちぬとも　魂は東の　君やまもらむ」と書いた紙片を渡したという。







当時、副長としての非情さを纏った彼のその素顔は、和歌や俳句を愛する心根の優しい、人生においてもいくつもの迷いを抱えた男だったことが伝えられている。



この一ヵ月後、市街地奪還のため出撃した彼は、敵の銃弾を受けて戦死した。
















○沖田総司








「動かねば　闇にへだつや　花に水」







（闇のような病床にいる場合ではない、今動かねば…）















新撰組一番隊長として、池田屋事件や禁門の変といった当時の有名な事件で活躍した沖田総司。



天才剣士として名高く、性格的には非常に正義感が強く、また子供達ともよく遊ぶ陽気な人物だったことが伝えられている。



彼は若くして結核をわずらい、病と戦いながら組内の激務をこなした。







彼の所属した新撰組は厳しい組内の規約があったことで知られている。



新撰組には「脱走すれば切腹」というルールが敷かれていたが、あるとき、沖田は親しかった先輩であった脱走者の山南敬助という人物の介錯を見届ける役目を与えられた。



脱走先の京都から連れ戻された先輩・山南を前にして、掟に従い、彼は兄のように親しかった人物の死を見届けねばならなかった。







彼は、戊辰戦争には参加できず、隊長の近藤勇が処刑された約１ヵ月後に夭折する運命をたどる。



彼が伝えたのが、この「動かねば　闇にへだつや　花に水」という一首。



この言葉の解釈は諸説あるが、同じ組内の仲間達が命をかけて戦っている状況下で、闇のような病床で動くことのできない自分のもどかしさを歌ったものと解釈されている。



「今動かねば」と最後まで感じていた激動の時代を生き切った若き剣士の死生観を伝えている。




































○吉田松陰①








「妄りに人の師となるべからず、又妄りに人を師とすべからず」







（みだりに人の師匠となるものではない。またみだりに人を師匠とみるものではない）















山口県萩の一角で松下村塾を開き、幕末期の優れた教育者として知られた吉田松陰。



彼は自分の門人達に対し、「自分はあなた方の師ではない。学友です。あなた達とともに学ばせてもらうのです」と語ったという。



当時の松蔭は、「今現在動いて生きている社会」との関わりの中で当時の学問というものを考えた。



当時の彼が塾内で教える際に使用していたテキストの一つとして、「飛耳長目（ひじちょうもく）」という彼自身が諸国遍歴時に見聞した（広く社会の中で起きた）事件のメモ帖があり、彼は教材としてタイムリーかつ、可能な限り有用なものを選び、それを咀嚼して教えることを常としていた。







彼の教える内容は常に新進性があり、教えられる門人の側にとっても彼の教えは有用なものであり、さらに彼はその学んだことを、どう現実社会（とりわけ当時の政治問題）の中で生かしてゆくのかを指導した。







時代変化の移り変わりを知っていた松蔭は、知識や情報・教えというものが確実性のあるものではなく、彼自身の教えることにおいてもそれがけっして絶対的なものではないことを知っていたという。それだけに、人に教えることの難しさ、また人から教えられることにおいても、それを鵜呑みにしない姿勢で学ぶべきだ、ということを門人達に伝えたという。



彼自身多くの試練を経てきたが、当時として「勉学に伴うて試法（試験）が必要である」とも説いている。




























○吉田松陰②








「死して不朽の見込みあらばいつでも死ぬべし。生きて大業の見込みあらばいつでも生くべし」







（死んでも不朽の見込みがあるなら、いつ死んでもいい。生きて大業の見込みがあるなら、いつまでも生きればいい）















吉田松蔭は各人の意思や考え方を尊重する指導をした。



当時の松下村塾の指導方法は参加型であり、ある教材を机において、「自分達の好きなテーマを選んで、それを皆で議論する」というものだった。



門人達は彼により、本当の学問の面白さを教わったと伝えられている。



こうした教育方針の延長線上に、「死んでも不朽の見込みがあるなら、いつ死んでもいい。生きて大業の見込みがあるなら、いつまでも生きればいい」という発想が生まれた。







また同時に「人を點醒（てんせい）す」（人に暗示を与えて悟らせる）ことを実践した。



暗示は、言語化できるものもあれば、できないものもある。



指導者として本当に伝えたいことというのは言語化できないことの方が多い。そのため松蔭は自得すること重要性を説いた。







国家のために至誠を尽くす人間だった、と伝えられる松蔭は、当時の諸外国の情勢を知ることの重要性を門人達に説き、自らも米艦船ポーハタン号に乗り、密航を企てまたが、乗船を拒否され、潔く自首し、藩命により幽閉生活を命じられた。



松蔭は門下生に将来を託し、



　身はたとえ武蔵の野辺に朽ちぬとも



　　留め置かまし大和魂



という歌を詠んでいる。
























○吉田松陰③








「大器は晩（おそ）く成（な）るの理（ことわり）にて」















「どのような人間の人生にも春夏秋冬があるものだ」とし、「幼少で死ぬ者にも長寿を得て死ぬものにも、春夏秋冬があり、この春夏秋冬があることは人生の長短とは関係が無い」、と語った吉田松陰。



彼の考えの一つに、「大器をつくるにはいそぐべからざること」というものがあり、「速成では大きな人物はできない。「大器は晩（おそ）く成（な）るの理（ことわり）にて、躁敷（さわがし）き事にては大成も長久も相成らざる事に之れあるべく候」と彼は語っている。



松陰は「志を立てるためには　人と異なることを恐れてはならない。世俗の意見に惑わされてもいけない。死んだ後の業苦を思いわずらうな。また目前の安楽は一時しのぎと知れ。」







彼がたてまつった藩の学制改革についての意見書によると、



「学校をおこすということは、単に教育機関をつくるということではなく、これを軸に国家（藩）の風儀を一変させるという覚悟が必要であり、一枝一芸の末をとやかく教えるというだけでは、学校隆盛の目的にそぐわない」としています。







松蔭が門弟に与えた詩には、



「百年ハ一瞬ノミ。君子素餐スルナカレ」（百年の時は一瞬に過ぎない。君たちはどうかいたずらに時を過ごすことのないように）というものがある。



松蔭自身、２９歳という短い生涯で終わったが、彼の松下村塾からはやがて国政を担うような人材が輩出され、その彼らが長州藩を改革し、それの動きがやがて日本全体に影響を与えていったことが伝えられている。
































○高杉晋作①








「後れても後れてもまた君たちに　誓ひしことを　われ忘れめや」







（死におくれても命を惜しまないと君達と誓い合ったこと、どうしてわすれられようか）















松下村塾に学び、イギリス公使館焼き打ちなど、尊王攘夷運動を展開し、「身分を問わず、志ある者ならば、誰でも受け入れる」奇兵隊を創設したことで知られる長州藩士の高杉晋作。自分達の国は自分達で守る、そのためには農民だろうが、武士だろうが構わない、という考えをもっていた。



そんな彼が４ヶ月に及ぶ幽閉生活の体験を通して、次々に討死していった同じ志の仲間達を偲んで歌ったのがこの和歌。



やがて、彼は功山寺で挙兵して藩論を倒幕に転じ、第二次幕府・長州戦争でも勝利をもたらした。







そんな高杉晋作の辞世の句として、「面白き事もなき世を面白く」という有名なものがある。死の直前、枕元にいた人々に遺言のように詠ったと伝えられ、彼は、下の句を詠むのをやめたため、すぐそばにいた野村望東尼という人物が「住みなすものは心なりけり」と付け加えた。これにたいして高杉は「おもしろいのう」と言ったと伝えられている。



肺結核により、彼は日ごとやつれてゆく病床で、維新の成就をみることなく、二十九歳という若さでこの世を去った。
















































○高杉晋作②








「三千世界の鴉を殺し、主と添寝がしてみたい」











「動けば雷電の如く、発すれば風雨の如し。衆目駭然（がいぜん）、あえて正視するなし」と評された長州の高杉晋作。



幕府の使節船千歳丸で清国の上海に渡航し、アヘン戦争後の半植民地的状況を見て危機感を抱き、帰国後攘夷運動の先頭に立った。同じ長州藩の仲間と江戸品川のイギリス公使館を焼き討ちしたり、近代日本国軍の祖型といわれる「奇兵隊」を組織する。







長州藩の奇男子といわれた彼の組織した「奇兵隊」には博徒崩れの無頼漢のような男も多かった。







奇兵隊の軍歌は　



聞いておそろし　見ていやらしい



添うてうれしい　奇兵隊



というもので、



さらに自分の属する長州藩への思いを彼は、



　　広い世界にちょうし（長州）が無くば



　　やがて世界は闇となる



と俗曲をうたい、一時、祇園の芸妓の間で流行ったと伝えられている。







この「三千世界の鴉を殺し、主と添寝がしてみたい」という都々逸は一般に高杉晋作の作といわれているが、別説で同じ長州の木戸孝允の作であるとする伝承もある。












































○中岡慎太郎①








「将（は）た志を立る、小に望を持する卑く、世を憂るの志深切ならざる歟（か）」







（上に立つ者は高い志をたてるもの。小さな望みでは十分ではない。それは世の中を憂う気持ちの深さにあらわれよう）















天保九年、土佐安芸郡北川村大庄屋の家に生まれた中岡慎太郎。



初名は光次で、石川清之介や大山彦太郎という変名も使った。



幕末期、坂本龍馬と供に薩長同盟締結のために尽力した土佐藩士として、当時の彼は龍馬の海援隊に続き、陸援隊を組織して富国強兵を目指した。







彼が記した、幕府打倒と近代国家への道を唱えた「時勢論」には「富国強兵は戦の一字にあり」とあります。当時、薩摩藩や長州藩といった有力諸藩が、薩英戦争や下関戦争で列強諸国に完敗する逆境の中で、軍備増強をはたしてゆく状況を見、それを手本に自身の土佐藩の藩論を武力倒幕、富国強兵へ導こうと考えた。







脱藩志士達のまとめ役となりつつ、尊王攘夷運動を展開していた最中の彼は、あるとき、仲間に手紙を渡した。



そこには、



「将（は）た志を立る、小に望を持する卑く、世を憂るの志深切ならざる歟（か）」（「坂本中岡両氏遺墨記念帖」）とあり、彼の時勢への深い憂慮観を示していた。



更にこの手紙では、「丈夫の志、深謀遠慮、人の知らざる処ならん」と記しており、激動の切迫していた時勢に彼自身が緊張していた様子がみてとれる。












































○中岡慎太郎②








「人間和気を失へば闘争止まらず」







（天地同様、人間も和の気持ちを失えば、闘争心を止めることができなくなる）











国事においては謹直で一直線型の人間として知られ、理路整然とした思考の持ち主であった中岡慎太郎。



そんな彼は文久元年に土佐勤王党に加盟し、その後、脱走五十人組として京都や江戸で国事に奔走。







脱藩して長州藩に身を託し、禁門の変では長州藩兵と共に戦い、また下関の４カ国連合艦隊攻撃の時にも防戦軍に加わっている。この間に、透徹した時局論「時勢論」を書き、慶応二年に坂本龍馬と協力して二人三脚で薩長の提携を企て、それに成功。これにより、京都に出て、土佐藩の遊撃隊といえる「陸援隊」を組織し、また、板垣退助を通じて土佐藩論を倒幕に転じさせることにつとめ、その志の成ろうとする直前の慶応三年、坂本龍馬とともに京都・近江屋で刺客の刃に倒れた。







遺される中岡慎太郎の写真箱蓋には、



「天地和気を失へば風雨順ならず。人間和気を失へば闘争止まらず。方今之勢人之知る所也。伝え云ふ、中和を極むれば天地位し万物育つと。此図有る所以也。」と認めています。



天地同様、人間も和の気持ちを失えば、闘争心が止まらなくなってしまう。それだけに、心持を真ん中に置くようにしたいものだ、という考えを中岡慎太郎は持っていたことが伺える。



勤皇の志士として、「大君の大御心をやすめんと　思ふ心は神ぞ知るらむ」という言葉も伝えられている。
































○佐久間象山








「人われを誉むれども一糸を加えず。人われを毀（そし）れども一毫（いちごう）を減ぜず。」







（ほめる奴もいれば、けなす奴もいる。そんな他人の評価をいちいち気にしないこと）















松代（現・長野県長野市松代町）の真田家に生まれた佐久間象山。



幼少時から神童の誉れ高く、三歳のとき乳母の背で松源寺の石碑をそらんじたという。



江戸に学び、一旦帰国のち、再度江戸に出、神田お玉ヶ池に象山書院という私塾を営み、国事を論じた。



幕府に上書した「海防八策」が有名で、大砲の鋳造、ハルマ氏辞典の翻訳など、幕末啓蒙家としてその名を高めた。







当時の先端技術者的存在で、同時代の人々とは異なる考えやアイデアをもつ人物だった。こうした人物が持つ特性として、一面で相当な奇人であったらしく、他人の評価が分れやすい人物であったという。彼の高度な技術的発想を高く評価する人間がいた反面、彼を悪く言う人間も多数いた。



しかし像山は「誉められようが、けなされようがそれは、その他人の視点によるものだ」という考えを崩さず、そうした他人からの評価を気に留めることがなかったという。



「人われを誉むれども一糸を加えず。人われを毀（そし）れども一毫（いちごう）を減ぜず。」（「省佩録」）（ほめる奴もいれば、けなす奴もいる。そんな他人の評価をいちいち気にしないこと）



こうしたブレることない彼の姿勢は、親戚関係にもあった勝海舟（海舟の妹は佐久間象山の妻）等の同時代人にも広く影響を与えた。
































○男谷精一朗








「克己の二字を守るべし、われらつとめて此処を修行いたすこと数年なり。何事にてもまず、難儀に思うことは、第一にこれを行う。すべて何事にても、一念の起る頭を打って、負けざるように心がくべきこと肝要なり」















幕末期に武芸者として高い評価を得た剣豪・男谷精一朗。



混乱の時代に入っていた幕末期、男谷は幕府に進言して「旗本の武術再修行」の学校である講武所を創設させた。



当初の彼は剣術を生業としていましたが、その武芸者としての技術を見込まれ、当時の老中・水野越前忠邦に認められ、その名を広く知られるようになる。







武術（剣術）の修行を通じて、男谷は、自分（己）の中の敵に克（か）つということが、その最大の意義だと捉えていた。



「難儀に思うことは、第一にこれを行う。すべて何事にても、一念の起る頭を打って、負けざるように心がくべきこと肝要なり。」と説き、困難な状況に直面した時においても、それに真摯に向き合うことにより、克己（自分にうち克つ）ものを見いだすことができるのであり、それを身につけるために修行するのだと語っている。



「克己の二字を守るべし、われらつとめて此処を修行いたすこと数年なり。何事にてもまず、難儀に思うことは、第一にこれを行う。すべて何事にても、一念の起る頭を打って、負けざるように心がくべきこと肝要なり。」



（自分に勝つということだけを考えることです。数年間、私達はそのことを身につけるために費やしてきました。困難だと思うことをまず先に行います。あらゆることにおいて、逃げ出さないように、気持ちで負けないように心掛けることが大事なのです）



動乱の時代にあって、武術を教えることを通じ、そうした心の鍛錬のありようを伝えようとした彼の武術指導は広く受け入れられたという。



槍術・弓術にも通じ、人格も優れ、後年は剣聖と称された。












○緒方洪庵








「唯おのれをすてて人を救はんことを希（ねが）ふべし」







（ただ、自分を捨てて人を救おうということだけを願うのです）















医師として蘭学者として幕末期に貢献した緒方洪庵。



幕末期に猛威をふるった天然痘に、西洋の予防接種法＝種痘をもって立ち向かったことで広く知られている。実際の当時の彼は、周囲の偏見や同業医師らから離反されるという立場で本業の医業に携わっていた。







彼の中に根付いていた言葉として、



「医の世に生活するは人の為のみ、をのがれたにあらずといふことを其業の本旨とす。安逸を思はず、名利を顧みず、唯おのれをすてて人を救はんことを希（ねが）ふべし」という言葉がある。



これは、ドイツ人の医師・フーフェランドが著し、洪庵が訳した「扶子医戒之略（ふしいかいのりゃく）」十二箇条の第一条に掲げてあるもの。







彼は生涯において、「人を生かすという」考えが根底にあり、そうした目で医業に取り組んでいたことが伝えられている。







洪庵の進めた天然痘予防活動がやがて人々に認められ、幕府の公認となり、文久二年、江戸に召されて幕府の西洋医学所の頭取兼将軍の待医を命じられた。蘭学塾・敵塾を開きながら、福沢諭吉や大村益次郎といった人材を輩出し、人材育成と人命保護に精進した彼は、江戸の空気が肌に合わず、翌年５４歳で亡くなった。




































○福沢諭吉①

 　　　　　







「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らずと言えり」















「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らずと言えり。」として、「学問のすゝめ」を著したことで知られる福沢諭吉。



豊前中津大阪蔵屋敷に生まれ、長崎に留学後、大阪の緒方洪庵塾で蘭学に励み、塾頭となり、後に渡米し蘭学塾を開いて教育に携わった。



当時の彼は、学問そのものを学ぶというよりも、それを通じての独立自歩の考えを主張した。



彼は、人が学ぶことにおいて、「独立した自由な存在になりえる」ことの重要性を説き、また、「自由独立の事は、人の一身に在るのみならず一国の上にもあることなり」として、島国である日本全体のあり方にも問いかけを発した。







福沢はあるとき、友人とのやりとりで「人間が人間当たり前の仕事をしているに何も不思議はない、車屋は車を挽（ひ）き豆腐屋は豆腐を拵（こしら）えて書生は書を読むというのは人間当たり前の仕事をしているのだ」とし、学者を誉めるなら豆腐屋も誉めろ、と諭したことがあった。



福沢は「学問とは広き言葉にて、無形の学問もあり、有形の学問もあり」とし、その学問の目的は「何れにても（どのような学問においても）皆知識見聞の領分を広くして、物事の道理を弁（わきま）え、人たる者の職分を知ることにある」、と説いている。



「心がけを高く持っていないと、普段の働きもよいものにはならない」というのが福沢の根底にあった。












































○福沢諭吉②

 　







「一身独立して一国独立す」















「一身独立して一国独立す」（「学問のすゝめ」）と記した福沢諭吉。



貧しい家庭の中で困窮の幼少時代を送り、「貧乏の味をなめ尽くした」と自ら語る彼は、「他人に対して金銭の不義理は相済まぬことと決定すれば、借金はますます怖くなります」と告白している。







若い時の福沢諭吉は兄から、お前は将来何になるつもりだ？と問いかけられ、「左様さ、まず日本一の大金持ちになって思うさま金を使うてみようと思います」と答えたことがあった。（「福翁自伝」）



やがて咸臨丸（指揮官は勝海舟）という船で初めてアメリカに渡ると、浦賀の遊女屋で女郎の嗽茶碗（うがいちゃわん）を盗み、「その中にいっぱい飯を入れて、その上に汁でも何でも皆かけて、立って食う」状態となる。彼は「思えばきたないようだが、航海中は誠に調法、唯一の宝物であったのが可笑しい」と後年に告白している。







西洋流の実利主義と独立心を説き、その結果による富国強兵を理想とし、近代的合理主義の実践を唱導した福沢諭吉は「およそ世の中に何が怖いと言っても、暗殺は別にして、借金ぐらい怖いものはない」とお金と自主自尊の深い関わりをみずからの体験をもって知った。



「慶応義塾の社中（後の慶応義塾大学）」を立ち上げ、塾を発展させ、明治の文化史上に輝かしい貢献を残し、やがては、お札（一万円札）の顔となった福沢諭吉。



青春時代は金に苦労した生活をしたことが伝えられている彼は、「一身独立して一国独立す」という基本理念を掲げ、文明開化の指導者として生活を啓蒙活動に捧げ、明治三十八年、六十八歳で没した。
































○伊藤博文①

 　　　　　







「国を富ますということは、すなわち人民が富まなければならぬということである」















初代内閣総理大臣となり、第四次にわたり、組閣して政界に君臨したことで知られる伊藤博文。



もともと彼は天保十二年、周防熊毛郡に生まれ、十八歳の時、萩の松下村塾に入った。やがて京都、江戸で尊王攘夷運動に加わるも、一年のロンドン留学を経て、「俗論派」によって佐幕的な方向に走る藩論を覆すべく、決起した高杉晋作に同調してクーデターに成功する。



明治になると、新政府の参与となり、再び欧州に渡り、帰国後、憲法制定の実現に重要な役割を果たした。



時代が大きく変わり、諸外国の先進的な考えを取り入れ、日本を近代化に導くことを急務に感じていた彼は、時代に求められる、吸収すべき知識・情報というものが時代ごとに変わってゆくことの必然性を感じていた。







後年の彼は英国留学を控えた自分の息子に対し、「学問は、読む学問も必要じゃが、耳学問もまた必要じゃ。人は生きた書物じゃから、西洋に往ったら、普（あまね）く人に接して識見を広め、如何なる人に逢うて、如何なる問題を議論するにも、相手となって話の出来るようになるが肝要じゃ。」と説いている。



学問は「各々の志すところの事業を為さむと欲するの手段に過ぎない」とする伊藤は、



「国家のことに従事している者ばかりが国家のことを為すわけではなくして、今日の世の中ではいずれの国もみな、おのれの国を富ますことを第一の目的にしている。国を富ますということは、すなわち人民が富まなければならぬということである。人民が富もうとすれば各種の事業が発達して来（こ）んければならぬ。而（しか）してその発達は、学業と相俟（ま）たなければならぬのである。」と説いた。



やがて伊藤博文は、露国蔵相との会談を主要目的に満州視察の途にのぼったが、韓国併合の強引な推進を恨む安重根に狙撃され、ハルピン駅で横死した。
















○伊藤博文②

 　　　　　







「今日は経済的の観念をもって、その土地の繁栄を心がけなければならぬ時である」















伊藤博文は日本が観光化に着眼することで国富を増やせるということを説いている。



具体的にどのようにしたらいいのかという点において、観光化することを提唱していた。



「大きな風景は、欧羅巴（ヨーロッパ）にも亜米利加（アメリカ）にもその他の大陸にもずいぶんあるが、日本の風景とは大いに異なっている。日本の風景は小さい区域において多いのであって、小さい区域において風致をなしているものは誠に美しい。その美しい風景を見るのを楽しみ、清潔なる場所を好んで、外国人は日本を世界に比類なき名所として見物に出掛けてくるのである。」（「伊藤博文直話」）



また、当時としても、



「将来は、各国人のこの土地に来遊する者に対して、十分便利を与える方法を考え、そうして彼らを満足せしめ、従ってその土地の利益になるように努められるが必要であると思う。（中略）日本は風景の美を自然の資本として持っていて、これに多少の人工を加えれば、人が金を投じて遊びに来る所である。故に少し工夫を加えさえすれば、人をして喜んで金を遣わせることは決して難しいことではない。（中略）日本は先刻から述べたように、全国を挙げて大いなる庭園で、四方は海をもって取り巻いている。空気の流通はよし、経緯度の上からみても熱帯地方や支那（中国）などに較べると、暑くなく寒くなく天然の資本を持っている。天然の風景によって金を余計に儲けることが出来るようになっている。」と語った。



「かような土地柄であれば、その土地の繁昌を図ることはさほど難しくはないと思う。ただ、みなの目のつけどころが改まってゆきさえすれば、利益を図ることが出来るのである。利益を図る結果、その土地が富み、その土地の富む結果、日本の富を増やすのである。」とし当時として海外渡航経験から観光資源の活用による日本の経済繁栄を語った。




























○陸奥宗光①

 　　　







「諸事堪忍すべし、堪忍の出来る丈は必ず堪忍すべし」















幕末期、紀州藩士（海援隊士）として活躍し、後に政治家・外交官としてその名を知られた陸奥宗光は「あらゆることにおいて、堪え忍ぶ気持ちが大事。可能な限り堪え忍びことを心がけること」と考えていた。







彼は、弘化元年、紀伊和歌山城下の藩勘定奉行の子として生まれ、幼名を小二郎（陽之助・源二郎とも）といった。名門の末葉だったが、藩の政変によって父が幽閉され、家族は四散。脱藩して江戸にくだり、尊王攘夷運動に走り、幕末の志士・坂本龍馬の推挙を得て、土佐藩徴士として勝海舟の海軍操練所に入り、土佐海援隊で活躍。維新当時、陸奥宗光は自分が所属していた海援隊の隊長であった坂本龍馬に「商法の愚案」と起草し、龍馬を喜ばせた。



陸奥宗光を高く評価していた晩年の龍馬は手紙において、彼（陸奥）を「先生」と呼び、彼への手紙において「世界の話でもしよう」という手紙をしたためていた。







頭の切れる人間であったが、同時に周囲との軋轢を経験する中で「諸事堪忍すべし、堪忍の出来る丈は必ず堪忍すべし」とする信条を持つようになる。







維新後は、大阪府権判事、兵庫県知事、和歌山藩大参事、神奈川県知事、元老院幹事を歴任。政府に出仕し駐米大使、農商務大臣、元老院議官、外務大臣となり、イギリスとの治外法権撤廃の条約改正（不平等条約の改正）、清国（中国）との講和条約調印、三国干渉など困難な外交問題を処理し、カミソリ大臣とうたわれた。








































○陸奥宗光②

 　　　







「政治はアートなり。サイエンスにあらず」















論理明晰で政治・国際感覚の優れていたことで知られる陸奥宗光。



彼の遺した英文の著作からもその語学力は、現代のベテラン外交官と変わらないほどのレベルであるという。



陸奥は、政治嫌いの当時の福沢諭吉が最も期待した政治家でもあった。



陸奥は知人でもあった学者のシュタインとの対話ノートにおいて、



「国家は特別の利害を持つべきでない。国家はそれを構成する各部分の異なる利害関係を公平に扱わねばならない。国家が党派の僕（しもべ）となった時、国家の存在はなくなる。国家は、それでも最高の権力は持っているかもしれないが、最早、国家意思は存在していない。（「シュタインとの対話ノート」）と英文で簡潔に記している。







彼は自著「蹇々録」の中で、



「政治はアートなり。サイエンスにあらず、巧みに政治を行い、巧みに人心を治めるのは、実学を持ち、広く世の中のことに習熟している人ができるのである。決して机上の空論をもてあぞぶ人間ではない」と語っている。







外務大臣となってからの、政府の外交方針を闡明にした演説の中で「外交政策というものは、多くの場合、国民の気象を反映するものであります。（中略）気宇の大きい外交方針をとることは、忍耐力があり、進取の気象のある人民をもつ国以外にはできないのであります」と演説した。












































○陸奥宗光③

 　　　







「長い一生では、何度も浮き沈みがあることは明らかなこと。この道理が分れば、これまでの幸福も喜ぶには足らず、今の不幸も悲しむことはない」















維新後の陸奥宗光は、西南戦争に応じ土佐立志社をもって政府転覆計画に加担したとされて、７年間投獄された。



ここにおいて、陸奥は妻・亮子に宛てて、何度も手紙を書いている。



陸奥の妻・亮子は、かつて東京新橋でその美貌を謳われた芸妓だった。陸奥に見初められて結婚したが、この時、陸奥には先妻の蓮子（死亡）という女性の残した二人の子がいた。



亮子は陸奥が獄中に送られてから、子供達を抱えて留守をよく守ったという。



彼は苦労をかけている妻に対し、過去や現在の苦労をねぎらい、また夫人に対し、長い人生において、勉強する事の大切さを説き、書を読んだり、歌を詠んだりすることを勧めている。



陸奥宗光が妻・亮子に宛てた手紙の言葉において、「長い一生では、何度も浮き沈みがあることは明らかなこと。この道理が分れば、これまでの幸福も喜ぶには足らず、今の不幸も悲しむことはない」と伝えている。







陸奥は自身でも獄中で英語や政治に関するものをはじめとし、様々なことを勉強した。数百冊の書籍を読破し、ジェレミー・ベンサムの『道徳および立法の諸原理序説』の翻訳をなし、著書「福堂独語」「資治性理談」を残している。



出獄後、外交官（外務大臣）として活躍する土台をこの時期に培ったようだ。



子供への教育にも熱心だった彼は、長男をイギリスのケンブリッジ大学に送り、法律を学ばせ、外交官とし、次男をアメリカのコーネル大学に送り、科学を学ばせ、その次男を古川家に養子に出して古川財閥を確立させた。




















○中島信行

 　　







「公の民（民衆）から選ばれた、人間によって政治は行われなければならない」















幕末期、土佐郷士（海援隊士）として活躍し、後に政治家・初代衆議院議長となった中島信行。



土佐高知郡塚地村の郷士として生まれ、幕末期の武市半平太の土佐勤王党、坂本龍馬の海援隊を経て、維新後、新政府に出仕した。



維新当時は海援隊の交渉役として諸事において坂本龍馬をサポート。彼が京都において暗殺され、仲間達が彼の仇を討つといって過激行動に出ようとした際には「今の天下の情勢では、そうした区々たる復讐をなすべき時ではないでしょう」落ち着いた態度で周囲をいさめたという。分別のある人格と民主の自由思想において優れた提言を遺した人物だったことが伝えられている。







明治維新後は海援隊時代の仲間と欧米に洋行留学も経験する（この時、龍馬の妻・お龍によれば、海援隊に残されていた千両の積立金を彼らが、勝手に持ち出したという）。



やがて自由民権運動が高まりを見せると、自由党結成に参加して副総理となった。



当時は、地方官会議（明治政府が招集した府県長官の会議）によって意見交換がなされたが、当時、中島信行はこの会議を発展させて、本当の衆議院のようにしなければ、その役割を果たせないと、政府の要人にしきりに説いた（が、当時はなかなか受け入れられなかったという）。



「自由党史」において、「独り中島信行は、断じて公撰民会を設けざるべからず」と唱え、他の参加メンバーの知事達の間でも異彩を放っていたことが伝えられている。







海援隊時代、陸奥宗光（やたらに弁舌が立つので周囲の反感を買っていた）が、仲間達から憎まれて殺されそうになったとき、その窮地を救ったことが縁で、彼（陸奥）と仲良くなり、彼の妹・初穂と結婚。しかし、その彼女（初穂）が死去（１８７７年）してしまい、後妻として、かの男女平等を主張し恋愛結婚を提唱した女性解放運動家として有名になった岸田俊子（中島と結婚した事で中島湘煙と改名）と結婚した。












○岸田俊子（中島湘煙）

 　　







「人間世界は男女もて成りたるものにて」















幕末・明治期を代表する女性評論家・作家の岸田俊子。



名流婦人で、才色兼備の女性であったといわれ、後年の女性運動家の中には彼女から影響を受けた人間が数多い（日露戦争時、非戦論を唱えた景山英子等）。







文久三年、京都の呉服屋の娘として生まれた彼女は、少女時代から才媛の誉れが高く、１８歳のとき、宮中に呼ばれて女官となった。しかし、宮中での生活はあまりに封建的で、性に合わなかったたため、一年余りで辞してしまう。



ちょうど、その頃、自由民権運動の最盛期で、大阪では板垣退助の自由党の別機動隊ともいうべき立憲政党が生まれ、当時、政治を志していた中島信行が先頭に立って演説会を開いていた。



中島らの民権論に共鳴した岸田俊子は、それに参加して、関西・四国の各地を演説して回り、いたるところで喝采をあびる。



生来の美貌とさわやかな弁舌は聴衆をとらえ、彼女の出る演説会場はいつも満席で、立ち見が出るほどだったという。







男女平等を主張し、



「人間世界は男女(なんによ)もて成りたるものにて。男子(なんし)のみにて世の中を作るべからず。社会(よのなか)一日女子(をんな)無くんば人倫は亡び国は絶ゆるに至るべし。（「自由燈」第２号１８８４年５月１８日より）」といった主張をし、運動を展開した。



また当時としては珍しかった男女の恋愛を基礎とした恋愛結婚を提唱し、その持論を体現するように（先妻を失っていた）中島信行と恋愛結婚した。




































○岩崎弥太郎①








「機会は魚群と同じ。はまったからといって網を作ろうとするのでは間に合わぬ」















実業家として三菱財閥の創始者として広く知られる岩崎弥太郎。



一般に（海運・貿易）実業で財を成したことで知られるが、彼の本格的な実業家としてのスタートは意外に遅く、後半生のわずか１０数年という期間に限られている。



彼の記した日記類の記録によれば、岩崎弥太郎は３０代後半にさしかかろうという時期においてもまだ自分が官人（役人）になろうか、実業家になろうかと思い迷っていたことが記されている。



もともと岩崎弥太郎は天保五年、土佐井ノ口村の地下浪人の家に生まれた。地元の土佐藩の吉田東洋に才幹を認められ、その東洋の命を受けて長崎へ視察に赴き、東洋没後、同じ土佐藩の後藤象二郎に長崎の土佐商会を委任され、長崎の地で商売のイロハを学んだ。



やがて、藩の権少参事として大阪の財務を委ねられたが、（廃藩置県で藩船の払い下げを受け、）それを基盤にして三菱商会をつくり、財界に踊り出て行った。



以後、政府の援助のもと事業を発展させ、海運業の独占的地位を確立する。



彼は、情報をうまく利用し、藩札を買い占める事で最初の財産を作った。



競争業者を容赦なくなぎ倒し、その豪腕ぶりと競争心をむき出しにしたやり方から、一部の産業界では「怪物」呼ばわりされていたという岩崎。







好機をうまく捉えて、それを自分のものにする考えを持っていた彼は、



「機会は魚群と同じ。はまったからといって網を作ろうとするのでは間に合わぬ」といい、事業機会を網漁に喩えて事前準備を整えて、チャンスをものにすることの重要性を説いた。



人生後半で海運業という国内需要の広がりを見せていた事業の世界に機会を捉えて参入した岩崎弥太郎の判断は間違っていなかったようだ。




















○岩崎弥太郎②








「吾より速に競争を挑み、敵に後るるなかれ」















「海王」とも称され「不世出の奇才あり」と伝えられた岩崎弥太郎（三菱）。



当時の岩崎弥太郎は、その獰猛な顔付きと、情け容赦ない事業拡大・徹底した合理性を批判されたりもしたが、彼の三菱財閥の経営組織は、当時の民間企業としては海運業を軸に極めて早く経営組織を確立した。



事業体制を確立して以後の弥太郎（三菱）の資金（ファイナンス）捻出には謎の部分も多いが、基本的には他藩の取引仲介と外商から得た資金を基にしていたことがわかる。（弥太郎の日記・三菱文庫史料）







弥太郎の三菱財閥のマネジメント方式は、すでに明治十年段階で先進的な簿記法を制定し、減価償却を実施したりもし、緻密な会計管理をしていた。



政府の援助が望めない段階で海外の企業（ボイド社）との合弁事業で子会社（三菱製鉄）を設立しているところなどは、当時の他企業とは異例のやり方であり、その外資獲得手法と独自の経営戦略には目を見張るものがある。







日本史の教科書にも記載された有名な三菱郵船会社と三菱（前名：三川商会）との海運業での経済戦では、「（三菱郵便会社ト我三ツ川商会ト）双方必至之角力ナリ」（弟・弥之助への手紙より）と記していた。



政府が設立した共同運輸との壮絶な海商戦の最中に絶命した彼は、「吾より速に競争を挑み、敵に後るるなかれ」（岩崎弥太郎の遺言）と伝え、この遺言を受けた弟の弥之助は、以前からの共同運輸（反三菱の財界人・渋沢栄一がこれに参加）との闘いをさらに激化させたことが伝えられている。




































○岩崎弥太郎③








「我々はただ（海運業の）天下の全権を握るのみ（天下只我レ廻漕全権ナリ）」















三菱（岩崎）は、当時の民間企業として、創業者の弥太郎の影響もあり、先進的な経営手法を数多く取り入れた企業として知られている。



かつて、長崎海援隊の会計責任者だった岩崎弥太郎は、三菱創業後、当時の最新の会計知識を備えた人物を社に引き入れ、そのマネジメント体制を作り出し、世界水準の海運企業になろうとしていた。そうした海運事業での自らの野望を彼は弟（弥之助）に宛てて書いている。



「世間の人間は皆、三川（三菱の前身）の隆盛をわかりはじめている。日々、強大になっている勢いがある。我々は海運業における天下の全権を握るのだ」



当時の日本国内では、庶民は武士になれず、武士は公家になれないという、古くからの階級制度があったが、創業者の弥太郎はこの階級制度を数年で壊し、彼の登場以降、激しく上方移動が行われる社会になっていった。







親日的な経営学者だったとされる、かのＰ・Ｆ・ドラッカーは、その著書で経営問題に触れ、「経済発展は経済だけの問題ではない。社会と文化の問題である。今日にいたるも、特に若手の学者が、経済発展のためには伝統的な社会を壊さなければならないといっている。」とし、幕末期の企業家として、この岩崎弥太郎と渋沢栄一の二人を高く評価し、次のような文章を書いた。



「この二人が、岩崎が五一歳で早逝するまでの二〇年間、公の場で論じあった。岩崎は資金を説いた。渋沢は人材を説いた。今日では二人とも正しいことが明らかである。経済発展のためには資金の生産性を高めなければならない。利用可能な資金を可能性のある分野に動員しなければならない。」（「断絶の時代」Ｐ・Ｆ・ドラッカー）




























○渋沢栄一①








「世の中に功名を顕そうとするには、とても順道は取れぬから逆道をゆかんければならぬ」















幕末から明治にかけての実業界の巨人・渋沢栄一は逆道をゆく生き方を提唱した。



彼は、養蚕や農産物の販売等を手がける大農家の家に生まれ、幼い頃から、父親の商売を手伝って商才を磨いた。



十七歳のとき、幕府のさる無能な代官から無法な用金（金銭）の要求をされ、「人はその財産を銘々自身で守るべきは無論のこと、賢明な人間が上に立ち、不肖な人間は卑下されるべきだ」と考えるようになったという。（「雨夜譚」渋沢本人の回想録）　



このときの体験をもとに、彼は「世の中に功名を顕そうとするには、とても順道は取れぬから逆道をゆかんければならぬ。」と考えるようになったという。



まともなやり方では社会から這い上がれないと考え、農民であった彼は、当時の身分制度からの脱却を図り、若いときには、幕府を倒す計画を立てるほど過激な尊皇攘夷派となる。が、やがて友人に説得され、逆に徳川家・一橋慶喜に仕えるようになり、幕臣となると、主に財政運用の面で功績を上げた。慶喜の信用が得られる様になると、慶喜の弟の随員として欧米諸国をまわり、当時の最新の経済制度や技術を学ぶ。



大政奉還後は大蔵省に入省し、国立銀行条例制定などに携わった後、退官。自ら設立の指導を行った第一国立銀行（現在のみずほ銀行）の頭取に就任し、数多くの銀行・企業について設立の指導い、株式会社の設立にも積極的に関与し、近代産業の基礎を築き始めた。彼が関与した企業には、東京証券取引所、キリンビールやサッポロビール、王子製紙、東京ガス、東京海上日動火災保険、その他セメント会社等々があり、その数は５００企業を超えている。



東京商業会議所会頭なども勤め、自他共に許す実業界の第一人者と呼ばれるようになり、一方で東京市立養育院長を亡くなるまで務めた。（享年九十二歳）



現代でいうベンチャーキャピタリストとしての側面をもつ生涯を送った渋沢栄一。



人生の変遷を振り返り、晩年の渋沢は自分の人生を、「あたかも蚕が卵種から孵化して、蚕児が成長して繭になり、蛾となり、段々変化して、つまりはまた元の卵種になるかのようだ」と若き日の農家の経験をもとに語った。












○渋沢栄一②








「交際の奥の手は誠実である」















日本の資本主義の創始者として名の高い渋沢栄一。



彼の生前の言葉の中に「交際の奥の手は誠実である」というものがある。



壮年期の彼は、資本主義を日本に行き渡らせるために、様々な企業の設立に関与したことで知られている。



数多くの企業希望者に会い、企業の着眼点とそれを運用する人物評価を磨いた彼は、



「有望な仕事があるが、資本がなくて困るという人がいる。だが、これは愚痴でしかない。その仕事が真に有望で、かつその人が真に信用ある人なら資本ができないはずはない。」と語った。







かの経営学者Ｐ・Ｆ・ドラッカーは、その著書で、岩崎弥太郎（渋沢が共同運輸会社を開業した際のライバル）とこの農家から企業家になった渋沢栄一を引き合いに出し、渋沢の人材開発による日本の経済発展を次のように評価している。



「岩崎と渋沢は、豊かな日本ではなく想像力のある強い日本をつくろうとした。いずれも経済発展の本質は貧しい人たちを豊かにすることでなはく、貧しい人たちの生産性を高めることであることを知っていた。（中略）岩崎流の企業家精神が史上例のない資本形成をもたらし、渋沢流の人材重視が三〇年後には史上例のない識字率と人材の形成をもたらした。渋沢自身半世紀にわたって無給の指南役として活躍をつづけた。多くの実業家、官僚の相談に乗り指導した。経済団体をつくり、教育訓練に携わり、あらゆる種類の講座、セミナー、討論会を組織した。岩崎が企業群を遺したのに対し、渋沢は一流大学を、一橋大学を遺した。」（「断絶の時代」ｐ・Ｆ・ドラッカー）







度量衡や租税制度などの改革、国立・私立銀行の開業による国内ファイナンスの整備にも力を注ぎ、日本の資本主義最大の功労者としてその名を残した渋沢栄一は日常から「商工業の発達には官尊民卑の風を打破し、自主独立の発展を図ることと、実業教育を広め、実業道徳を向上させることの二つが必要である」と説いた。




















○岩田惣三郎

 　　　







「安いところを買って高く売るのが原則、小さく賢く立ち回ること」















「本願寺の相場師」と呼ばれた岩田惣三郎。



彼は真言宗大家派本願寺の本山総講頭という重職にありながら、相場師・実業家としてその名をはせた異例の人物であった。







天保十四年（１８４３）、尾張国中島郡奥村（現愛知県―宮市奥町）に生まれ、明治十四年（１８８１年、）大阪船場で岩惣商店を創業後、明治二十六年（１８９３、）大阪絲・棉・木綿取引所（現・大阪商品取引所）の創設に参加し、理事に就任する。







「安いところを買って高く売るのが原則、小さく賢く立ち回る」というのが、彼の信条であった。



これは彼の人生全般における信条だった。







繊維相場で、ライバルの田附政次郎という人物との再三の勝負を成した話は広く語り継がれた。当時の岩田惣三郎は尾張派の旗頭とも呼ばれ、老年に及んでもその相場観は冴え、ある時は、綿糸相場が暴落していた時も、岩田が買い始めると、一気に大相場に発展し、ぼろ儲けをしたことも伝えられている。



晩年、当時の一部のマスコミから「因業老人」などと罵声を浴びもしたが、信仰心厚く、「岩田本願寺」の異称で親しまれた。







「解脱」の境地から相場観を磨き上げ、「褒貶を顧みず粉骨砕身、身を持すること極めて薄く、衣食住は質素を旨とし、名聞を求めなかった」と伝えられている。




























○竹原友三郎








「買うときは熟慮、断行、売るときは逆に断行、熟慮」















幕末・明治初期の相場師の中でも株一筋に商才を発揮した男・竹原友三郎



「孜々営々として巨万の富を積みたり。しかれども、卑吝の人ならざりき」（「大阪財界人物史」）と伝えられている。







嘉永二年（１８４９）、摂津国茨木（現大阪府茨木市）で生まれ育ち、十二歳で、心斎橋の鼈甲（べっこう）店に奉公し、その後、豪商・炭屋万兵衛のもとで商才を磨いた。この「炭屋」は大手両替商であり、また薪問屋を兼ねた巨商であった。



後に炭屋の支援を得て「両替商」として独立。後に大阪株式取引所仲買人の権利を取得し、商売を軌道に乗せる。



１８８９年、安値になっていた九州鉄道株の買い占めを行い、高値で売り抜け、恐ろしいほどの勝利を収めた。後年に及んでも、日露戦争景気で巨利を博し、莫大な（土地建物を含めた）財産を形成し、竹原長者と呼ばれるようになった。



彼は公利公益に関しては、決して財を惜しむ事がなかったと伝えられている。







「買うときは熟慮、断行、売るときは逆に断行、熟慮」という竹原友三郎のこの言葉は、株（相場）のみでなく、物事の判断・行動においても実践された彼の行動哲学であったという。




















































○田中八平








「相場は騎虎も勢い」















幕末の相場師・田中八平は「相場は騎虎も勢い」と語った。



幕末から明治にかけて、相場師として天下を二分した男が二人いた。



一人は東に「天下の糸平」と呼ばれたこの田中平八。もう一人は、西に「阿部彦将軍」と呼ばれた阿部彦太郎がいる。



東の「天下の糸平」と呼ばれた田中平八は、波乱の生涯を送っている。



若い頃、生家は資産家だったが、米と綿の相場で失敗し没落。魚屋を営みつつ、田中家の養子となり、その後も相場では失敗を重ねた。



江戸で剣術を学ぶも、乱（天狗党）に加わり投獄され、再度、商売で身を立てることを考えた。



貿易と相場に着眼した彼は、横浜で仲間の協力を得て「糸屋平八商店」を開き、米、生糸、洋銀、為替等で巨利を得るも、海上で物産輸送中に船が難破し、財産を失う。



その後、仲間と組んで外国人を相手に仕手戦を仕掛け、激闘の末、偽札を見せ金とすることで勝利を得た。が、この見せ金が発覚し、一時商売から手を引く事になる。



やがて、銀行経営や東京株式取引所の設立などに参加したり、東京米商会所（後の東京穀物商品取引所）の初代頭取に就任しここでの商会の株式を上場し、巨利を博した。



「相場は騎虎の勢い」というのが、彼の座右の銘で、それにあやかり生まれた長女の名前も「とら」としたという。



この一代の相場師「天下の糸平」は無学ながらも相場を利用してのし上がり、やがてまた相場と女で財産を使い果たしたが、その子孫は現代でもうまく商売を続けていることが伝えられている（田中貴金属・糸平不動産等）。








































○阿部彦太郎








「オヤニハイシヤアレド　カネニハイシヤナシ」



（親には医者あれど、金には医者はなし）（阿部彦太郎が返電した電報）















能登川商人の血をひく大相場師と呼ばれた阿部彦太郎は天保十一年（１８４０）、近江国神崎郡能登川（現・滋賀県能登川市）で育った。



大阪備後町で米穀店を開業、北国米を北前船で阪神に回航して産を成し、堂島に進出。



明治十一年（１８７８）、三井物産等と連合して米を買い占め、売り方の磯野小右衛門に勝利し、その名を上げた。



有史以来の米価を記録した大著「日本米価変動史」に彼の名が最初に登場するのは、明治二十二年のこと。



「五月に入るや、阿部彦一派の買い占め、一片の風説にとどまらず、現実に行われ、六月その傾向顕著となり、相場はいよいよあおられて、近来まれにみる活況を呈するに至った」



彼は、堂島という場所で主に活動していたが、時に蛎殻町という場所にも顔を出した。



母親が大病したので、「スグ帰れ」という電報を受け取ったが、大勝負を目前にしていた彼は、「親には医者あれど、金には医者はなし（オヤニハイシヤアレド　カネニハイシヤナシ）」と返電しその地を離れようとしなかった。



世間では、



「相場を一時休戦してでも、親を見舞うのが本当の相場師じゃないの？」と疑問視される一方で、「さすがは阿部彦太郎大将軍！親の大病もものともせず、買い占めにふけるさまは戦場にのぞむ武士のようだ」とする賛辞の声もあったという。



明治三十五年には凶作をみて外国米を１５０万袋も輸入。飛将軍とうたわれ、彼の没後、長男が二代目・彦太郎を襲名したが、相場からを引いたという。




































○大久保利通①








「目的を達成するためにおいて、人間対人間のうじうじした関係に沈み込んでいたら物事は前に進まない。そうしたものを振り切ってこそ前に進む」















明治維新の元勲であり、（盟友）西郷隆盛、木戸孝允と並び「維新の三傑」と称された大久保利通。



薩摩鹿児島に生まれた彼は、初め、記録所書役助として働いた。父親の流罪により罷免され、一家貧窮に陥ったが、その後、親友の西郷隆盛とともに、革新派誠忠組の中心となる。



史実は定かではないが、島津久光が実権を握ると、わざわざ碁を覚えて久光に接近し、その側役となったという伝承が残されている（日記によれば、碁を三番打ち負けたという）。



公武合体策を推進したが、国内外の情勢の変化を見きわめ、倒幕に転じ、慶応２年に、西郷と共に長州の桂小五郎と薩長連合の密約を結んだ。



慶応３年には、岩倉具視、西郷とはかって、王政復古のクーデターに成功、新政府の参与となる。やがて、特命全権副使として、欧米を歴遊視察して、明治６年に帰朝後征韓論よりも内治を優先するとして、多年の盟友・西郷隆盛と対立した。







現実主義者の彼は、「目的を達成するためにおいて、人間対人間のうじうじした関係に沈み込んでいたら物事は前に進まない。そうしたものを振り切ってこそ前に進むのだ」という内容のことを語ったと、言い伝えられている。



古い人脈を断つ覚悟で自分の意思を貫いた彼だったが、西南の役を鎮定後、西郷が城山で自刃した知らせを聞くと、号泣し、「おはんの死とともに、新しか日本がうまれる。強か日本が…」と彼の死を痛烈に嘆いたという。
























○大久保利通②








「気がかりになるは国内の形勢である。もし君が自分に代わって、内務の衝に当たり、治安を維持してくれるならば、自分は身を挺して北京に赴き、直接に清国（中国）の当路者と論判をしてみたい」















維新後、明治政府内務卿として新政府内で活躍した大久保利通。



外国に使節として一緒に行ったときから、心安くなり、「以来死ぬまでたいがい百時、相談をしあっていた」という伊藤博文の語るところによれば、



「公はなかなか思慮もあり、決断もあり、軽忽に事をしなかった。その自重の力は殊に勝れたもので、しかも難事が起これば、率先して自ら事に当たる人であった。」という。



台湾事件当時、国内情勢が混乱し、対外的には中国との関係が思わしくない状況下、政府内が混乱していた時、大久保利通は伊藤博文に胸中の計画を告げて、



「（さて、このことを公に台閣（たいかく）に持ち出すに当たって、）気がかりになるは国内の形勢である。もし君が自分に代わって、内務の衝に当たり、治安を維持してくれるならば、自分は身を挺して北京に赴き、直接に清国（中国）の当路者と論判をしてみたい
 」
 （「伊藤博文直話」より
 ）
 と語ったという。



「大久保公のその頃の態度というものは、実に立派だった。毅然として群疑の間に卓立し、一定の方針を把って着々歩を進め、真に人意を強うせしむるものがあった。」と伊藤博文は彼を絶賛している。



当時、冷静な理論家として知られ、その威厳は政府内でもつとに有名だった大久保利通。日本の官僚機構の基礎を築き、地方組織の整備、殖産事業の振興につとめたが、惜しくも明治十一年刺客に倒れた。







この大久保利通について勝海舟は、次のように伝えている。



「ついては、この人たちに何か職業を与えなければならないのだが、なにしろ百五十万という多数の人民が食うだけの仕事というものは容易に得られない。そこでおれは、この事情を詳しく大久保（利通）に話したら、さすがは大久保だ。それでは断然（東京）遷都のことに決しようと、こういった。すなわちこれが東京大繁盛のもとだ」












○板垣退助








「人民をして自主自由独立不羈の人民たるを得せしむる」



（人は、自主、自由、独立し、なにものからも束縛されない権利を得ることにある）















自由民権運動の指導者として知られた板垣退助。



天保八年に土佐高知城下に生まれた彼は、通称を猪之助といい、若い時分には猪突猛進な性格であったことが伝えられている。







土佐で同郷だった坂本龍馬から強い影響を与えられたことが伝えられており、慶応元年に、江戸に出て奇兵術と蘭式兵学を学び、三年後京都において中岡慎太郎の紹介で薩摩の小松帯刀、西郷隆盛らと会し、倒幕の密約をした。







兵制を改革し、東北各地を転戦。土佐藩に帰国後、藩大参事となり、藩政改革に着手したが、その際、「土民平均の理」を説いて注目を受け、明治四年新政府の参議となるも、征韓論で下野。翌年、民選議院設立運動を開始し、高知県に立志社を創立して自由民権運動を推進する。







明治七年に愛国公党を結成し、「人民をして自主自由独立不羈の人民たるを得せしむる」（「愛国公党本誓」綱領）という理念を掲げ、後に国会開設を機に自由党を結成し党首となった。全国を遊説中、暴漢に襲われた。







軍人（指揮官）として、めざましい活躍をし、明治維新と民主主義発展に大きな功績を残した生涯だった。








































○徳川慶喜








「天下を取ってから失敗するよりは、取らないほうがいい」















十五代将軍・徳川慶喜。



天保八年、常陸水戸藩主・徳川斉昭の代七子として、江戸小石川に生まれた。



幕末期にはすでに財政状態が逼迫していたとされる徳川家。慶喜は周囲からの要請にも関わらず、容易に将軍職を引き受けず、先代の十四代家茂の死後、半年後にようやく承知したという。



もともと慶喜本人は将軍継嗣となることには難色を示しており、「骨折りは申し訳ないが、天下を取ってから失敗するよりは、取らないほうがいい」という内容の手紙を斉昭に送った。



しかし、最終的に承諾した後は、幕府内の改革に乗り出した。



フランスに傾倒していたという彼は、幕政をかなりフランス式に改革し、またフランスから多くの資金や技術援助を受けている。これは倒幕側の諸藩をイギリスが後押ししていたのとは対照的だった。







大名連合政府の議長を狙い、大政を奉還するなどして、幕府の生き残りと再起を図り、長州の桂小五郎からは「家康以来の恐るべきやつ」といわれた。



が、再起戦略を図るも、時勢の流れに押され、鳥羽伏見の敗戦により幕府は瓦解状態に陥る。江戸に戻って主戦派を押さえ、自身は上野寛永寺にこもり、以後は恭順の意をあらわす行動に出た。



後年は政治的野心をすっかり捨て、趣味の世界に没頭する。



二百六十年続いた徳川家（幕府）という重い荷物を背中から下し、自身の人生を振り返った時「この世をばしばしの夢と聞きたれど　おもへば長き月日なりけり」とうたった彼の心情はいかがなものだったのだろう。
































○明治天皇

 　　　　　







「真心をこめて練ひし太刀こそは　乱れぬ国の守りなりけれ」















第百二十二代天皇として、幕末以後の国内情勢に多大な影響を及ぼした明治天皇。



嘉永五年、孝明天皇の第二皇子として生まれた明治天皇は、祐宮と称し、慶応二年十二月、孝明天皇の崩御で翌一月に皇位を継承した。



王政復古により天皇親政を迎え、徳川幕府は終わりをつげると、明治新政府では五箇条の御誓文により公議尊重、富国強兵、殖産興業を定め、中央集権体制による近代国家の政治体制を樹立する。



日本がはじめて直面した近代戦争といえる日清・日露戦争では、天皇自ら大本営で直接戦争指導にあたり、外交において日英同盟を締結し、当時の他の列強諸国同様、軍事的・経済的国力増強に努めた。



やがて、開国以来の懸案となっていた欧米諸国との不平等条約の改正を明治四十四年に完了させ、日本を列強の一員とする上で多大な影響を及ぼす。



加えて、明治期は国の護りとされた武士道精神が廃れる一方で、国を愛する道徳心も廃れ、武士は版籍奉還により職を追われるような状況であったが、明治天皇はそれを懸念し、「真心をこめて練ひし太刀こそは　乱れぬ国の守りなりけれ」という自らの詩文・和歌を残していおり、日本刀を愛しその日本刀にこめた愛国心が伝えられている。



そうした精神のあらわれとして、（皇宮警察〔天皇の親兵の呼び名〕に守られながら）済寧館道場で剣道の展覧試合を見ており、この展覧試合は現在の国民体育大会にもなった。



食生活の上では、皇室ではタブーとされてきた牛肉や牛乳なども好み、乗馬や和歌（９万首を超えるという）、九谷焼の陶器などを愛用したという。



その愛国精神が「よきをとり　あしきをすてて外国（とつくに）に　おとらぬ国となすよしもがな」といった歌として伝えられている。



近代日本の指導者として活躍した明治天皇は明治四十五年崩御した（六十一歳）。




























○大村益次郎








「御苦労さん、また生きた」















戦術家・兵学の指導者として名高い大村益次郎。



文政八年、周防吉敷郡鋳銭司村（現・山口市）に生まれる。



儒学を学んだ後、長崎に出て蘭学を学び、大阪にのぼり緒方洪庵に従学する。



父親が長州藩小郡宰判付医師であったため、郷里に帰って医業を開業したが、思うようにゆかず、挫折する。



もっぱら兵学に志を向け、それまでに学んだ蘭学の知識を生かして西洋の兵書を読み漁り、江戸にでて、塾を開き、ついで幕府の講武所教授となり、後に万延元年、長州の本藩から求められて、江戸藩邸に転じ、後に帰国して明倫館教授となる。







彼の名が有名になるのは、慶応二年、第二次長州征伐の幕軍を四境に迎え撃った時。石州口の戦いを指揮し、たちまち石見に攻め込んで勝利を収め、一躍、戦術家として注目されるようになった。



戊辰戦争では官軍の軍務局判事に任じ、大総督府に参画し、東北の乱を平定。上野戦争においては、江戸を戦火から救うべく、ひとり作戦に苦しみつつ、それを見事にこなし得、その実績が認められる。







九死に一生を得るような体験を繰り返し、何度も生き延びて功績を残したが、彼のように、何の実歴もなく、侍出身でもない人間が司令官として活躍した例はめずらしかった。長州から彗星のように現れたタフガイの幕末の風雲児・大村益次郎は後世において戦術の天才とあがめられるようになる。



兵部大輔に任じ、建議して軍制を洋式に改めた。これが攘夷主義者を刺激し、京都で暗殺されてしまった。（「大村益次郎先生事蹟」）
































○近藤勇








「事あらばわれも都の村人と　なりてやすめん皇御心（すめらみこころ）」



（京都の治安維持に向けて、京の人達と同化して天皇を守りたい
 ）















新撰組局長として、幕末の京都を震撼させた幕府の護衛組織・新撰組局長の近藤勇。



天保五年、江戸に生まれた彼は天然理心流の近藤周助について剣を学び、その義子となった。剣術はもとより、国事を憂える攘夷家であった。







近藤勇は軍記物の書物を幼少から好んで愛読したと言われている。あるとき、戦国期の武将・加藤清正が口の中に握りこぶしを入れたことがある、と知ると、日々それを自分も行い、ついにそれに成功した、という逸話がある。



将軍家茂の上洛警護に名をかりた浪士隊に参加後、京都に残って新撰組を組織し、幼友達の土方歳三や門人の沖田総司らと結束し、粛清を繰り返して実権を握る。



京都の治安警護と同時に「池田屋事件」をはじめとする切り込み事件を起こし、その活動と存在は幕末の志士達からも恐れられる存在になっていった。







新撰組は忠義・忠節に非常に従順な組織だったといわれている。水戸学の思想を持ち、その自分達の仕事にかける信条には並々ならないものがあった。



近藤勇は、侍の気概が失われる中にあって、徳川の臣として新撰組をまとめあげ、その誇りを持ち続けた関東侍の鏡のような人物だった。



「京都の治安維持に向けて、京の人達と同化して天皇を守りたい」とした組長・近藤勇の気持ちが伝わる。




































○清水次郎長








「死んでしまえば皆、怨も、恩も滅してしまう同じ仏ぢゃございませんか」















東海一の大親分といわれた清水次郎長。



文政三年一月、駿河清水港美濃輪に生まれた彼は本名を山本長五郎といった。



彼は大半を旅博打として過ごした。







慶応四年四月、総督府判事伏谷如水、駿河を管治し次郎長に帯刀を許し手先とする。



徳川家と新政府の対立がくすぶる明治元年、新政府軍の海軍が駿河湾に停泊中の抗戦の意思のない幕軍の咸臨丸に対して攻撃を加え、乗組員を全滅させてしまうという事件が起こった。清水港内には彼らの腐敗した死体が漂うも、駿河藩徳川家の武士達は、かつての彼らの同僚達の死体を収容することをせず、役人も手を下さない。



そのような状態を見かね、彼が子分達に命じて遺体を清水港で収容。遺体は清水次郎長らの手によって葬られた。



「私は無学でござんすから、官軍がいいのか、幕府方が悪いのか、そんな事は知らねえが、死んでしまえば皆、怨も、恩も滅してしまう同じ仏ぢゃございませんか」



彼は新政府や駿河藩に対し、このように言ったという。（「大豪清水次郎長」より）



このことをきっかけに、侠名が上がり、彼の名は近隣諸国にも広まった。







さらに、明治七年から十六年まで山岡鉄舟といった知人の勧めで富士山麓八十余町歩を開墾したりもしている。








































○岩倉具視








「計渇き智窮まるときは少時睡眠を作す。即ち心気清朗として復た好思慮を生するものなり」















公家として文政八年、京都に生まれた岩倉具視。



家禄百五十石の貧乏公家で、生活のために自宅を博打場に貸した事もあったという。



条約勅許の反対派公家連盟八十八人の裏の仕掛人は岩倉である。



しかし、柔軟な発想を持つ彼は、公武合体という方法で逆に天皇の権威を復元しようと、この推進者になった。







和宮降嫁劇を演出して一応この策を成功させたが、尊皇攘夷派の台頭により、岩倉の評判は極度に悪くなった。また刺客にも狙われた。



やむなく頭をまるめ、公職から退いて洛外岩倉村に退いた。



閉居約五年の間に、次第に討幕派の志士（桂・西郷・大久保・龍馬・中岡等）が岩倉のところを訪れるようになり、やがて様々な人間の知恵をかりて王政復古、倒幕の密勅などを策略し、ついに新政府を作り上げた。







ある問題が起きた時、彼は「計略が尽き、知恵も出なくなった時には少し睡眠をとったほうがいい。そうすれば心気がすっきりし、頭が冴えていい考えも思い浮かぶものだ。」と笑いながら語り、酒を飲んで寝てしまい、数時間後に起きると、このように語ったという。（「岩倉公実記」）












































○武市半平太








「国の為、君の為に命を捨てる事は、武士の真の道」















文政二年生まれ。土佐長岡郡吹井村の郷士。本名は小楯。号は瑞山。



江戸の桃井道場の剣客として知られていたが、やがて尊皇攘夷運動を推進することを約して帰国。地元土佐で土佐勤王党という一派を結成し盟主となり、時の参政・吉田東洋を暗殺して藩論を攘夷に傾け、その後上洛し、公家や諸藩の有志と接触し、目ざましい活躍をして同志の間に重きをなしていった。







公武合体論の土佐藩主・山内容堂はこの彼の行動を憎み、文久三年、勤王党弾圧となり、武市は同志数名と牢にくだる。在獄は二年といわれる。



かつて、叔父・吉田東洋を暗殺された後藤象二郎は、彼らに拷問を加え、藩に対する不敬という罪状により、武市に切腹を命じるなど、勤王党の関係者に厳罰を加えた。







武市は切腹を前にして、「国のために、君のために命を捨てる事は、武士の真の道だ」という内容の手紙を親類に送り、また別の手紙で、「どんな処分が下されたとしても、自分自身の心は定まっていますので、ご心配なさらないでください」とする意思を伝えていた。



後年、処刑を断行した相手の後藤象二郎は武市の妻・富子に対し、彼（武市）を切腹させたのは間違いだった、と謝罪したという。




















































○平井収二郎

 　　　







「鳴呼哀しい哉、綱常張らず、世を憤り国を憂ひ、忠臣先づ傷く」















武市半平太が組織した土佐勤王党の幹部として活躍した平井収二郎。かの坂本龍馬の幼馴染の女性・平井加尾の兄としても知られている。



平井収二郎は伊勢の斉藤拙堂に学び、教養もあった。勤王運動に奔走しても政局を見極めて事にあたっていた。藩主豊範に従って上洛し、身分も応接役で公家からの知遇を得ていた。



藩政改革をもくろみ、中川宮の令旨をもって藩主の祖父豊資を動かそうとしたが、この動きが山内容堂を怒らせ、切腹を命じられた。



死に臨み、彼は爪書で辞世「鳴呼哀しい哉、綱常張らず、世を憤り国を憂ひ、忠臣先づ傷く」（ああ、哀しくも世を憤り国を憂い、忠臣である自分がまず死へ先立つのか）と遺した。妹の加尾は自分の慰労金でこの兄の爪書の墓碑を建てた（この碑は明治に再び再建される）。







彼の生前の歌に「ことさらにもの憂かりける思ふどち　まどゐする夜の限りと思へば」、「酒のみて舞へよ歌へよますらをの明日をも知らぬけふのまどゐは」といったものがあり、彼が、心を同じくして国を憂う同志が集まったとき、この集まりが最後だろうと思うと、明日をも知れない自分はやりきれない思いだ、という気持ちを表現している。







妹の平井加尾は安政六年以来、公家の三条家に仕えていたが、ここを辞して兄に代わって父母に孝養を尽くすために帰国。京都で、兄・収二郎と別れて、高知へ帰ろうとした彼女は「たらちねの為めにかくとは思へども　なほ惜まるゝ今日のわかれ路」と詠んだことが伝えられている。




































○アーネスト・サトウ








「おだてともっこにゃ、乗りたくねえ」















通訳士・外交官として幕末期、志士の間でも広く知られたアーネスト・サトウ。



彼は十六歳でロンドンのユニバーシティ・カレッジの入学試験に合格し、わずか２年間で課程を修了したという非常な秀才だった。



イギリス公使館付きの通訳として来日したのは、文久二年（１８６２）のこと。



まだ、十九歳という若さだった。







中国及び日本勤務通訳生の募集試験に合格後、着任し、本格的に日本語学習に取り組むと、またたく間に上達し、駐日公使館書記となる。



公使・パークスと共に、幕末日本の命運を左右する重大な国際的事件に関係し、日英間の潤滑油的存在となった。







薩長はじめ、多くの志士と交わり、明治新政府樹立にも貢献した。



その語学力もさることながら、深く日本文化を理解して、機知にも富んでいた彼だったが、あるとき「日本語がお上手ですね」と褒められたものの、



「おだてともっこにゃ、乗りたくねえ」



と返答したという。
























































○西郷隆盛①








「万民の上に位する者、己れを慎み、品行を正しくし驕奢を戒め、節倹を勉め、職事に勤労して人民の標準となり、下民其の勤労を気の毒に思ふ様ならでは、政令は行はれ難し」















薩摩の巨人といわれた薩摩藩士・西郷隆盛。彼は混乱した維新当時の世の中の状況をかんがみて、



「現在のように維新創業の大事な時なのに、住まいを飾ったり、衣服を華美したり、妻以外にも美しい女性を抱え、また、金を蓄えることを考えているなら、維新の事業は最後までやりおおせないだろう」と今にも涙を流さんばかりに語った、と伝えられている。



彼はまた、「政治を行うということは、天から与えられた道理を実践することであるから、少しも自分自身のことや出身藩（出自）の利害にこだわってはならない。どんなことがあっても、心を公平にして天の道理を実践し、日本全体から賢人を選び、その職にふさわしい人物に政権を担当させるべきだ」とも語っている。







「万民（国民）の上に立つ政治家（役人）は、己を慎み、品行を正しくし、驕り高ぶることを戒め、無駄使いをしないように気を使い、自らの職務に精励して国民の手本となり、国民の勤労をご苦労と思うことがなければ、政治は行われにくいものだ」と語った西郷。







諸外国との外交問題も重視していた彼は、



「国のために、正しくて道理のあることをとことん実践して、あとは国と共に倒れてもよいと思うほどの精神がなかったら、外国との交際はうまくは運ばない。その国が強大であることに恐れをなし、縮こまってしまって、ことが起こらないようにと摩擦を避けて、その国のいいなりになるなら、軽蔑や侮りを受け、好ましい交際はかえって破談してしまい、終いにはその国の掣肘（干渉・横やり）を受けることになってしまうものだ」とも主張した。
















○西郷隆盛②








「会計出納は制度の由て立つ所ろ、百般の事業皆是れより生じ、経綸中の枢要なれば、慎まずはならぬ也」















西郷隆盛は当時の国の財政状況について、「会計出納は、国家の制度の基礎である。全ての国家事業はみなこれによって実現が図られるもので、国家の運営の要であるから心して行われなければならない。そのあらましを示せばどれだけの歳入があるかを明確にして、その範囲内で歳出が図られなければならない。年間の収入によって一切の計画を定め、会計担当者はその計画を身を挺（てい）してまもり、それを超過しないようにしなければならない。そうしないことにより、時勢にまかせてルーズに会計を運用し、歳出に合わせて収入を図るなら、結局、国民から重税を絞り取るより他の手はなくなるだろう。このようにすると、事業は進んだように見えても、結局、国力は疲弊して救いようがない事態に陥るものだ」と語り伝えている。







明治政府の財政政策が確立するのは、明治10年代後半の松方デフレといわれる農村に深刻な状況を生み出した松方財政（膨張した不換紙幣を償却し新たに設けた日本銀行を唯一の発券銀行にして、信用制度を確立した）の頃の段階まで待たなければならなかったが、西郷はそうした状況を見越し、こうした提言を発していた。
























































○西郷隆盛③








「租税を薄くして民を裕にするは、即ち国力を養成する也」















若き日に薩摩藩内で税金担当の仕事をしていた経験のある西郷は民衆の苦しい現実の立場というものをよく理解していた。







彼は「税金を軽くして、国民を豊かにすれば、国力も強くなるものである。だから、国家が多くの課題を抱えて、財政が苦しくなったとしても政府が我慢すべきであって、税の制度を変えて、国民に重税をかけるといった政策は採るものではない。よく古今の事績を見てみなさい。道理が明らかでない世においては、財政が不足して悩むようなとき、必ずといってよいほど、小賢しい小役人を使って、民を攻め立てて税を取り立てさせる。こうして一時の欠乏を補うことのできる才能のある者を会計に明るい役人と見て、あの手この手で民から搾り取るといったことをさせる。そのため、国民は国民で、その税の取立てを逃れるためにさまざまに詐欺的行為をしたりして、狡猾に動き、結局政府と国民が互いにだまし合い、お互いを敵と思うようになり、ついに分裂してしまうのである。」と語った。



さらに、



「節操を守り、義理を重んじ、恥を知る心を持つこと。こうした姿勢がもてないのであれば、国は維持できない。このことは、日本や東洋ばかりでなく、西洋のどこの国でも同じ事だ。政府の役人であるものが、国民に対して利益を争ったり、義理を忘れるような事があれば、国民も皆これに習い、人の心は利益追求にばかり向かい、日に日に卑しく、利益をむさぼるようになるものだ。こうした節操も義理も、恥を知る心もなくなると、親子兄弟の間ですら金銭の争いををして互いに敵視するようになるものだ。このような状態で国が維持できないだろう」と語り伝えている。




































○西郷隆盛④








「敬天愛人」



（天を敬い、人を愛すること）















西郷隆盛の有名な句に「敬天愛人（天を敬し、人を愛す）」というものがある。



この「敬天愛人」は西郷の生涯を貫く思想をもっとも簡潔に表現したものとして広く知られ、自ら揮毫した書幅をいくつも残している。







西郷の言行録の多くは、「天から与えられた道の実践するためにどうするか」を説いたものが多く、これが彼の口癖だった。



「道は天地自然の道なるゆゑ、講学の道は敬天愛人を目的とし、身を修するに克己を以て終始せよ」と彼は説いた。







また彼は、



「自分を愛するがために甘やかすことは第一によくないことです。修行ができないのも、事が成就しないのも、過ちを改める事ができないのも、過去の功績を誇り、驕慢になるのも、皆、自分を甘やかす気持ちがもとにあるからなのです」



とも説き、「今の人は、才能や知識があれば、どのような事業も思いのままにできると考えている。だが、才能に任せて行う事業は危なくてみておれない。本体（原理）があってはじめてその働きがあるものです」と語ったという。







その道（人生）の実践において、



「日常的に、天から与えられた道の実践を心がけていない人は、大事に直面したとき慌てふためいて、うまく対応できないものです」とも語っている。




































○西郷隆盛⑤








「人を相手にせず、天を相手にせよ。天を相手にして、己れを尽し人を咎めず、我が誠の足らざるを尋ぬ可し」















生涯で２度投獄された経験のある西郷隆盛は、「獄に在っては天意を知り、官に居ては道心を失う」という言葉を残している。



鹿児島で野外同然の牢屋に入れられた頃、彼は「獄にいたころには、天の意思のあるところがよく理解できたが、官吏でいると、天の道を感得する心を失ってしまう」と詠んでいる。



西郷は「あれこれ謀をめぐらすなどといったことは、日常することではない。謀りごとをめぐらしてやったことは、後からみると善くないことがはっきり見えて、やらなければよかったと、きっと悔やむ事になるものです。」



「人を言いくるめて、陰で策謀をめぐらすことは、もしこのことがうまく運んだとしても、本質を見抜く洞察力を持ってみれば、何とも見苦しいものです。人に、これはどうかと、ことを提言するときは、公平かつ誠実でなければなりません。公平でなければ、知力や胆力あるいは武力に優れたものの心をつかむことはできないのです。」と遺訓の中で説いている。







「一般にいわれる機会とは、たいてい思いもかけず成功した、といった好機を指していわれる。しかし、真の機会というのは、道理に適い、そのときの勢いを細部まであきらかにした上で、行動する機会ということでなければならない。通常は、天下国家を憂える真の心をあまり持たないのに、行きがかりというか成り行きで成功したと思える事業は、決して長続きはしないものだ。」とし、



「天下後世迄も信仰脱せらるるものは、只是れ一個の真誠也」（世間の衆が、後々の世にいたるまで、信仰し、喜んで従おうとするものは、ただ一つの誠に対してだけ）であることを悟ったという。
























○勝海舟①








「人には余裕といふものが無くてはとても大事は出来ないヨ」















幕臣として、また海軍操練所の指導者として幕末期に活躍した勝海舟。



数多くの維新の志士や時の権力者とも接してきた彼は後年、大きな成果を出すような人間は余裕を備えていた、と語っている。



たとえどんな風に見えても、その裏の方から覗いてみると、「ちゃんと分相応に余裕を備へてゐたものだヨ」と語り、「人にはずいぶん沢山あるやうに見える世の中だけれども、おれの眼には、頓と見えないヨ」と伝えていた。







いくら物事に齷齪（あくせく）して働いても、仕事の成就するものではなく、功名を成そうとする者には、とても功名は出来ない。きっと戦いに勝とうとするものには、なかなか勝ち戦はできない。



「これらはつまり無理があるからいけないのだ。煎じつめれば、余裕がないからの事ヨ」と言っている。







同時代の志士達に多大な影響を与えた彼は、天下の大事を成し遂げるに際しても、



「全体自分が物事を呑み込まなければならないのに、かへつて物事の方から呑み込まれてしまふから仕方がない。これもやはり余裕がないからの事だ。物事をするにも、無我の境に入らなければいけないヨ」という自分の考えを伝えていた。



「すべて世の中を治めるには、大量寛広でなくては駄目サ。八方美人主義では、その主義の奏効にばかり気を取られて、国家のために大事業をやることは出来ない。」



「人はよく方針々々といふが、方針を定めてどうするのだ。およそ天下の事は、あらかじめ測り知ることの出来ないものだ。網を張つて鳥を待つて居ても、鳥がその上を飛んだらどうするか。我に四角な箱を造つておいて、天下の物を悉くこれに入れうとしても、天下には円いものもあり、三角のものもある。円いものや、三角のものを捕へて、四角な箱に入れうといふのは、さてさて御苦労千万の事だ。」（氷川清話）
























○勝海舟②

 　







「天下の富をもつてして、天下の経済に困るといふ理窟は無い筈だ。古（いにしえ）の英雄は、みな経済のために苦心したヨ」















勝海舟は古今の歴史人物を引き合いに出し、



「織田信長は、経済上の着眼が周密であつたから、六雄八将に頭となり得たのサ。武田信玄も甲州の砂金をひそかに掘り出して、いろいろの経済制度を立てた。また南朝の正統も、北朝の細川頼之の経済のために倒れた。あの芭蕉のごときも、非常の経済家だつたヨ」といった事例で経済政策の重要性を説いている。







海舟は彼自身が潰れかかった当時の幕府の財政運営に携わった経験から、「金が土台」だと主張し、



「今も昔も人間万事金といふものがその土台であるから、もしこれが無かつた日には、いかなる大政治家が出ても、到底その手腕を発揮することは出来ない。見なさい、いかに仲のよい夫婦でも、金が無くなつて、家政が左前になると、犬も喰はない喧嘩をやるではないか。国家の事だつて、それに異ることは無い。財政が困難になると、議論ばかりやかましくなつて、何の仕事もできない。そこへ付け込んで、種々の魔がさすものだ」と語っている。







「行政改革というものは、よく気をつけないと弱いものいじめになるよ。おれの知っている小役人の中にも、これまで、ずいぶんひどい目にあったものもある」「全体、改革ということは、公平でなくてはいけない。そして大きいものから始めて、小さいものを後にするがよいよ。言いかえれば、改革者が一番に自分を改革するのさ」と伝えている。




































○勝海舟③

 　







「時勢は、人を造るものだ」











多くの人材を育て上げた勝海舟はこのように語っている。



「時勢は、人を造るものだ。」



世の中が混乱している時代には、その時代状況が人間を形作るのだ、と彼は説いている。







さらに海舟は、優秀な歴史上の人物が正当な評価を受けるようになり、その人物の功績が知られるようになるのには少なくとも100年はかかるものだ、と主張した。



「全体大きな人物といふものは、そんなに早く顕れるものではないヨ。通例は百年の後だ。今一層大きい人物になると、二百年か三百年の後だ。それも顕れるといつたところで、今のやうに自叙伝の力や、何かによつて顕れるのではない。二、三百年も経つと、ちやうどそのくらゐ大きい人物が、再び出るぢや。其奴（そやつ）が後先の事を考へて見て居るうちに、二，三百年も前に、ちやうど自分の意見と同じ意見をもつて居た人を見出すぢや。そこで其奴（そやつ）が驚いて、成程（なるほど）えらい人間が居たな。二，三百年も前に、今、自分が抱いて居る意見と、同じ意見を抱いて居たな、これは感心な人物だと、騒ぎ出すやうになつて、それで世に知れて来るのだヨ」







明治維新の時代が終わった晩年、「氷川清話」の中で彼は、「今の人間はどうだ、そんな奴は一人も居るまいがノ。今の事は今知れて、今の人に誉められなくては、承知しないといふ尻の孔（あな）の小さい奴ばかりだろう」と語り、かつて維新の混乱で命を落とした多くの仲間や志士達を思い出しながら嘆いたという。
















































○勝海舟④

 　







「世間は生きている、理屈は死んでいる」















理窟ではなく、現実の世の中の動きを重視した勝海舟は、



「天下は、大活物だ。区々たる没学問や、小智識では、とても治めて行くことは出来ない。世間の風霜に打たれ、人生の辛酸を嘗め、世態の妙を穿ち、人情の微を究めて、しかる後、共に経世の要務を談ずることが出来るのだ。」と語る。



学問・人生経験について、



「後世の書生らは、机上の学問ばかりに凝らず、更に人間万事に就いて学ぶ、その中に存する一種のいうべからざる妙味を嚼みしめて、しかる後に、机上の学問を活用する方法を考え、また一方には、心胆を練って確呼不抜の大筋を立てるように心掛けるがよい」



「かえすがえすも後進の書生に望むのは、奮ってその身を世間の風浪に投じて、浮かぶか沈むか、生きるか死ぬかのところまで泳いで見ることだ」と伝えた。







また政治・政治家についても、海舟は「一体、政治家は、機勢の変転というものを見なければならぬ」（海舟座談）と語り、「当世の政治は、何事でも杓子定規の法律万能主義でやろうとする。それは理屈はなかなか積んでもいようが、どうも法律以外、理屈以上に、いうにいわれぬ一種の呼吸があって、知らずしらず民心をまとめるという風な妙味がない。人心を慰安するところの余韻がない」（氷川清話）と語っている。



「政治家も、理窟ばかり言ふやうになつては、いけない。徳川家康公は、理窟はいはなかつたが、それでも三百年続いたヨ。今の内閣は、僅か三十年の間に幾度代つたやら。」（氷川清話より）







「政治は、理窟ばかりで行くものではない。実地に就いて、人情や世態をよくよく観察し、その事情に精通しなければ駄目だ。下手な政論を聞くよりも、無学文盲の徒（ともがら）を相手に話す方が大いにましだ。文盲な徒の話は、純粋無垢で、しかもその中に人世の一代道理がこもつて居るヨ」（氷川清話より）
























○勝海舟⑤








「海外発展といふ事は、貧乏で小（ちっ）ポケナ島国の日本にとつては最も肝要の事サ」















晩年の勝海舟は当時のアジア情勢に触れて、



「一体支那（中国）五億の民衆は日本にとつては最大の顧客サ。また支那は昔時から日本の師ではないか。それで東洋の事は東洋だけでやるに限るよ。おれなどは維新前から日清韓（日本・中国・韓国）三国合縦（がっしょう）の策を主唱して、支那朝鮮の海軍は日本で引受くる事を計画したものサ」、「時に古今の差なく、国に東西の別はない。観じ来れば、人間は始終同じ事を繰り返して居るばかりだ」と主張した。







「世界の大勢につれて、東洋の風雲がいよいよ急になつて来たから、われわれ日本人たるものは、深く注意してこれに処する方法を講じなくつてはならない。それには少くとも、これまでのやうな偏狭な考へを捨てゝ、亜細亜（アジア）の舞台に立つて世界を相手に、国光を輝かし、国益を謀るだけの覚悟が必要だ。そして、こんな大精神を国民の間に養成するのは、国家教育を盛んにするよりほかに道はないが、その国家教育の基礎は、実に小学教育にあるのだ。」と語った。



「国民が今少し根気強くならなくつては、とても大事業は出来ないヨ」と主張する勝海舟は、「一個人の百年は、ちやうど国家の一年くらゐに当たるものだ。それゆゑに、個人の短い了見をもつて、あまり国家の事を急ぎ立てるのはよくないヨ。」と語り、



日本人の嫉妬の強いのは、どういうものでしょう？という質問に対し、



「どうしても国が小さいからサ」と答えている。







「今の廟堂に立つ政治家とか言ふ人たちは、日本とか、朝鮮とか、支那（中国）とか、オソロシヤとかいつて、これを別々に見て外交のかけひきをするから、やり損なひが多いばかりではない。経綸（経済の振興・国の秩序を整え治めること）もまた極めて小さくなるのだ。」「おれは、国々を別に見るといふことはしないで、東洋の二字の上より何事も打算するよ。それだから、今の外交家のする仕事は、おれの目には、まるで小人島の豆人間が仕事をするやうに見えるのだよ。」と伝えた。












○坂本龍馬①








「世の人は我を何ともいはばいえ　我が為すことは我のみぞ知る」















「日本を洗濯いたし申し候―」とし、幕末期、薩摩藩と長州藩を結び付けた薩長連合や大政奉還で活躍しし、維新史の奇蹟といわれた坂本龍馬。



日本最初の商事会社ともいわれる亀山社中（後の海援隊）による貿易事業や啓蒙出版活動、万国公法（国際法）の導入による海上船舶のトラブル処理にも力を注いだ。







若き当時、外国からの侵略を阻止しなければならないと考えていた龍馬は外国人と内通していた幕府の役人に向けて「江戸の同志と心を合わせ、悪い役人を一度に戦って撃ち殺し、この日本を今一度洗濯する神願である、と家族にあてて手紙に記した。



「実に今、天下において人物のいないことを嘆くばかり」だということを感じた龍馬はやがて、自らの力で、薩長連合　大政奉還、海上貿易の創業による経済的開国といった当時として未曾有の大事業を成し遂げていった。



同時代の龍馬の同志が伝えるところによれば、龍馬は「自分の目標を立てると、必ず同時にその実行の方法を考え、他の人間では考えもしない恐るべき発想により、その目標を最終的に実現した」と伝えている。







和歌を嗜む家系だった龍馬の家では、幼少時から手ほどきを受け、「世の中の人は何とも云はばいへ　我なすことは我のみぞ知る」という和歌を残している。



龍馬は亡命客としておびただしい辛苦に耐えて日本を廻っていた頃、「運の悪いヤツの中には金玉をつめ割って死んでしまうもいる。それに比べると自分などは運が強く、いくら死ぬような場所へ行っても死なず、自分で死のうと思ってもまた生きねばならないことになっている」と家族に宛てて手紙を書き、また幼少時から龍馬と親しく、彼を理解し、励まし育てた姉（乙女）に宛て、旅先から彼女の安否を気遣って、「なんの浮世は三文五厘よ。ぶん、と屁の鳴るほどやってみよ」「もし万一のときはグワンとやいて盗賊の金玉までひきたくれ」といった言葉を手紙に記し、姉を励ましたりもした。
























○坂本龍馬②








「何時（いつ）死んでもよいという気にならねばならぬ」















幕末の志士・坂本龍馬は当時の後に陸軍中将となった若き軍人青年の岡崎生三男という人物と知り合ったことがあった。



京都で龍馬を旅舎に訪問した様子が次のように伝えられている。



『時にはじめ１５、６歳の成童であった中将が案内に応じて龍馬の部屋に入るや、龍馬は大声を揚げて『貴様はなかなか身体が大きい、立ってみよ』と言い、その声に応じて直立している中将を見て大いに満足し、それでよい、として座に復せしめ、青年の心得べきことを懇々と言い聞かし、なお別れに臨んで『天下の為にしっかり遣れ』と励まされ、自ら着ていた洋服をあたえられた』



龍馬が人と応接する態度はまずこのようなものだった伝わっている。







晩年、京都で暗殺された直前の時期に家来とした相撲取り出身の下僕（藤吉という人物）に対しては、「志士に成りたい」と志願してきた彼に対して、「士になるには第一に何時死んでもよいという気にならねばならぬ」と言い伝えた。







龍馬自身、家族に宛てた手紙の中で、「土佐のいもほりともなんともいわれぬ居候」に生まれた自分を「泥どろの中の蜆貝（すずめがい）」に喩えて、「決してつけあがることなく、常に土を鼻の先につけ、砂を頭に被る」つもりで生きたことを述懐している。







幕末期から明治を迎えようとしていた夜明け前の当時の時代にあって、生死を度外視した革命家としての彼の無償の行動と生きかたは同時代の立場を超えた人間達を突き動かし、時代を大きく回天させたことが伝えられている。




































○坂本龍馬③








「世界の話でもしようじゃないか」















坂本龍馬は幼い時から親戚等に世界地図などを見せてもらい、「世界の話」を聞いて育った。



「土佐にいては土佐一国だけの論ができ、世界を横行すれば世界の論ができる」という教えを受け、早くから視野を広くもつ目を養ったという。



当時の龍馬の気持ちは史料にも伝えられており、「小時、常に唐（から）へ行きたいと申しおれり。言う意は洋行したきなり」（土佐史談）とし、唐（ここでは諸外国の意味）への関心が少年期から高まっていたことを示している。







親戚筋にあった川原塚茂太郎という人物にあてた手紙においては、



「目を開き、自ら天よりうけ得たる知を開かずバならぬとハ、今に耳ニ残居申候」（目を開いて、自らの天から受けえた知を開いてかねばならない、という言葉が今も耳に残っています）という手紙を書き残している。







その最晩年には、海援隊の同志であった陸奥宗光に宛てて、「世界の拙しも相成申すべきか（世界の話でもしようじゃないか）」とその志を共有する手紙を送った。







龍馬の思想は常に日本を離れ、「外国」と「世界」が意識され、彼の生涯を通じて世界に目を向け続けていた。



龍馬が船を使って国内での海上輸送を志した海援隊時代には、後の海上輸送で財を成した三菱財閥の創設者・岩崎弥太郎が土佐商会の責任者として隊の会計を担当していた。



当時の海援隊士の一人は「岩崎弥太郎は隊の会計を司っていたが、後、三菱会社を興したのも、やはりこの海援隊が、もとになったのだ（海援隊の回顧　関義臣懐旧談）」と伝えている。




























○坂本龍馬④








「土佐のいもほりともなんともいわれぬ、いそふろに生て、一人の力で天下うごかすべきハ、是又天よりする事なり」















維新当時の坂本龍馬は周囲から悪人呼ばわりされていた。徳川幕府の側からみれば、龍馬は幕府転覆をもくろむ悪人のような存在であり、彼の地元土佐でも子供たちからは恐がられる存在だった。



当時の倒幕の志士は幕府の側からすると、皆、悪人として見られており、徳川家の圧制に敷かれていた世間の目からもそのような視線が注がれていた。



坂本龍馬は維新当時は世間的にはまだ無名の存在であり、そうした気持ちを姉の乙女という女性に宛てて「私、一人の力で天下を動かすことは、またこれは天の力によってすることでありましょう」と書いている。







坂本龍馬は人マネが嫌いで　常に「人のまねをするようなことをするな」と常に言っていた。「今はどんなに悪人呼ばわりされてもいい、後の時代の人間がこの仕事を評価する」、彼はそのように考えていたといい、龍馬の海軍塾の師匠・勝海舟は「人物の評価が定まるのは二百年、三百先でそれ位の時間が経たなければ、人物の評価は本当には定まらない」と伝えている。



龍馬は当時の倒幕行動の一環として、自らの身を投獄するように知人の後藤象二郎に提案したり、貨幣の偽造を計画し、「江戸の銀座を京都に移す」ことを考え、耶蘇（ヤソ・キリスト教）を煽動しようする活動などを考案したこともあった。海軍塾の師匠・勝海舟は「維新後外交の大事は何々ですか？」という質問に対して「耶蘇（ヤソ）の事と贋金の交換の事さ」（海舟座談）と後年に伝えている。現代的な感覚からは驚くような龍馬のアイデアや行動も、勝海舟の認識からするとそれほど驚くに値することではなかったという。




























○近藤長次郎








「何分国ニアリテハ志ヲ遂難シ」















土佐高知の餅菓子屋の家に生まれ、日本発の商事会社といわれる亀山社中で薩摩藩と長州藩の間に立ち、武器や船の仲介をし薩長同盟の足がかりを作った男・近藤長次郎。



若いときから軍事小説が好きで、近所の貸本屋から借りては夜も更けるのを知らずに読んでいたという彼は、十七歳頃、近隣の河田小龍に学び、その後、（南奉公人町の）甲藤市三郎、鴨目村に蟄居していた岩崎弥太郎らに就いて学んだ。



「何分国ニアリテハ志ヲ遂難シ（狭い土佐国のような地にいたのでは自分の志を達することは出来ない）」と歎息した彼は江戸に行き、勝海舟の神戸海軍塾の門人となる。



やがて近藤長次郎は「お徳」という女性と結ばれ、神戸走水村という地に新居を構え、百太郎という男の子を成した。







神戸海軍塾生だった頃の近藤長次郎が、当時、塾頭だった坂本龍馬に宛てた手紙によれば、新婚直後の長次郎が、塾宿舎を出て新婚早々のお徳と住みたいので、勝海舟の許可を貰ってくれるよう、またさらに塾の近くに住めるよう土地の年寄りに口を聞いてもらえるように依頼しようとした内容が記されている。「何とぞご面倒ながら周旋ください」と、塾頭・坂本龍馬を頼った。



やがて時勢が変わり、海軍塾が閉鎖し、龍馬が長崎で亀山社中を興すとそれに追従。



亀山社中において薩摩藩の長州藩の間に立ち、英商人グラバーとの折衝で船や武器の周旋をし、幕末最大の締結といえる薩摩藩と長州藩の薩長連合にいたる足がかりを築いた。かの長州藩の高杉晋作も近藤長次郎と会ったことがあり、その性格を「随分才子の様に思われた」と近藤の印象を伝えている。



近藤長次郎とは同郷であり、営業・実務能力に秀でていたため、かの龍馬も強い信頼を寄せていた同士であったが、かねてより隊への違反行為ともいえるイギリス密航を企てていたことが、隊中に発覚してしまい隊士から責められ、隊の盟約違反として切腹を迫られ自害した。長次郎は長崎の本博多町小曾根邸の離れ屋敷「梅花書屋」の二階で詰め腹を切らされたという。長次郎の切腹は介錯する者もなく、はみ出た腸を障子紙に投げつけたので建具が血だらけになったとも伝えられている。
















○由利公正（三岡八郎）








「経済の道は猶糸を治るが如し」















幕末期、藩や国家の財政問題で功績を残した由利公正（三岡八郎）



文政十二年、越前福井に生まれた彼は、嘉永四年、福井へきた熊本の横井小楠の講義を聞いて感銘を受け、その教えを受け、同郷の橋本左内と協力し、藩政の改革に努力する。







幕末の明治維新当時、この由利公正は越前福井の「たばこ屋」という宿でかねて親交のあった坂本龍馬と朝から夜まで対談したことがあった。坂本龍馬が「とりあえず大政奉還は出来たものの、（まだ混乱が続いており）仮にこれから戦争をするにしても、新政府をつくるにしても、人も金もないがどうしたらよいだろう？」と相談をもちかけた時、由利公正は「経済なるものは、決して金銀に限らぬ。金でも石でも信用が基だ。朝廷（国家の中心的存在）の信用を損じないようにやれば、天下の財用に不足をきたす気遣いはない」とする旨を伝えた。







国家の信用があれば、人は動き、財政にも困ることはないと考えた彼は、慶応三年、（坂本龍馬の尽力もあり）新政府の参与登用され、御用金穀取扱方となり、太政官札の発行を断行して、新政府の財政危機を救った。



翌年には、「五箇条の御誓文」の起草にあたり、参与を辞して帰郷。



明治四年には、４３歳で東京府初代知事に任命され、銀座通り赤レンガ街をつくり、翌年岩倉具視と渡欧した。



「経済の道は猶糸を治るが如し」という信条で、幕末から明治にかけてのいたる場面における危機的財政問題を解決した彼の手腕は高く評価され、元老院議官、貴族院議員等を歴任し明治四十二年死去した。（「由利公正覚書」「由利公正談話」）




































○河田小龍








「従来俸禄ニ飽タル人ハ志ナシ」



（俸禄に飽きたような人間に志のある者はいない）















土佐高知城下の絵師として幅広い人材交流を行なった河田小龍。



文政七年、に生まれた河田は弘化元年、京都に上がり、絵を狩野永岳に学び、また、江戸、長崎に遊学後、土佐に戻る。



「下等人民秀才ノ人ニシテ志アレドモ、業ニ就ベキ資力ナク手ヲ拱シ慨歎セル者少カラズ」とし、身分階級が厳しく、才能があっても世の中に出れない若者の状況を鑑み、その手助けをするようになった。







土佐に帰国後の嘉永五年、漂流漁民として漁の途中で遭難しアメリカに渡った中浜万次郎（ジョン万次郎）の取調べに列して、その話により「漂巽紀略」を著し、安政元年、薩摩や長崎に赴き、さらに海外の知識を吸収する。



同じ土佐の生家の近所に住んでいた坂本龍馬らに海外通商策を伝え、国を富ませる政策の一環として海塩製塩事業も手がけ、（坂本龍馬はこの資金調達の援助を申し出ている）結果的に製塩事業は失敗したが、維新後は県庁の小使となって、晩年は京都で医師となった嗣子・菊太郎のもとで画業に専念した。



河田小龍の門人や接点のあった人物としては土佐の近藤長次郎や長岡謙吉、岩崎弥太郎といった人物がおり、彼らが後年活躍したことでその志を遂げたともいえる。



多くの志士達と交わったその経験かた「従来俸禄ニ飽タル人ハ志ナシ」とし、恵まれた環境にいた人間ではその志を遂げることは難しいことを力説し、その生涯を閉じた。












































○橋本左内








「氣トハ人ニ負ヌ心立アリテ恥辱ノコトヲ無念ニ思フ處ヨリ起ル意氣張ノ事也振トハ折角自分ト心ヲトヾメテ振立振起シ心ノナマリ油斷セヌ樣ニ致ス義ナリ」



（気とは、人に負けぬ心立てありて、恥辱のことを無念に思ふ処より起る意気張りの事なり。振るうとは、折角自分と心を留めて、奮い立て奮起こし、心の鈍りを油断せぬように致す義なり）











越前藩士として、若くして幕末の幕政の改革を断行し、全国統一国家の実現をめざした橋本佐内。



秀才のほまれが高く、嘉永五年、十五歳の時に自分の人生の行動指針となる「啓発録」を著し、人生の出発点とした。「余稚心を去るを以て士（さむらい）の道に入る始めと存じ候なり（去稚心）」という書き出しから始まる、５つに分けられたその主な内容項目は、



・去稚心（幼い考えを捨て去れているか）



・振氣（気を振るい、恥辱を知ること）



・立志（志を立て、精進すること）



・勉學（先人の行いに習い（学）、自己の力を出し尽くし目標を達成する（勉）こと）



・擇交友（友を択び、聖賢を目指すこと）



というもので、後に傑出した先覚者となる基礎を示した。



後、大阪に出て緒方洪庵に入門し、蘭学を学び、父が福井藩の奥外科医であったため、その家督を相続して藩医となる。藩主に認められ、藩校・名道館学監となり、安政四年、福井藩改革に尽力し、将軍継嗣問題では藩主を補佐して一橋（徳川）慶喜擁立に努力した。ここにおいて、幕政の改革を断行し、全国統一国家を実現しようと奮闘し、



「将来的には世界には国際連盟のようなものができるだろう。その中心になるのは英（イギリス）か露（ロシア）であり、日本が厳しい国際社会を生き抜くためには、開国をして、いずれかの国と先々は同盟を結ばねばならない」と唱え、早くから日本の国際化を見越す提言した。



彼の先見した開国の思いは、死後半世紀後に実際に日英同盟や国際連合の成立によって実現する。












○桐野利秋（中村半次郎）








「こげん細かかことのために闘うは男子の恥ずるところ」















「人斬り半次郎」の異名をとり、かの新選組からも恐れられた薩摩藩士・桐野利秋（別名・中村半次郎）。薩摩的男らしさの典型として有名で、薩摩藩の島津久光の従士として上洛し、西郷隆盛の知遇を得て倒幕運動に身を入れるようになったことで知られている。



もともと薩摩の吉野村という地に生まれた彼は、若くして親や兄に死なれ、一家の柱となり弟妹を育てたことが伝えられている。貧しかったため、正規の学問を習得する機会がなく、剣法もまた立木を相手に示現流を独修したという。



言い伝えによれば、同郷の岩見という人物が彼に決闘を申し込んだ際、「こげん細かかことのために闘うは男子の恥ずるところ」といって彼を諭し、以来、石見が属する上之園方限（ほうぎり）の郷中の士と親交を結んだという。



「桐野は廉潔剛胆百折不撓の人というべし。最も慈悲心あり。文識はなはだ乏し。自ら文盲を唱う。しかりといえども実務上すこぶる思慮深遠、有識者に勝れり」（『丁丑擾乱記』）と伝えている。



同郷の薩摩藩の西郷隆盛は「彼をして学問の造詣あらしめば、到底吾人の及ぶ所に非ず」と評しており、その彼の志の高さを評価していた。



「人斬り半次郎」という後世の異名があるが、実際には彼が人を斬ったとする史料は少なく、戦時などのやむにやまれない状況でそうした行為をしたことが伝えられている。『桐野利秋日記』（旧称「京在日記」）



そんな彼が、ほのかな恋を抱いたのが京都四条小橋の煙管屋のかんばん娘「村田さと」。桐野利秋（中村半次郎）とは３歳違いで京都のアイドル的存在で京小町と呼ばれ、彼女の笑顔見たさに煙草や煙管を買いに来る志士達が絶えなかったという。



桐野利秋（中村半次郎）はこの彼女の煙管屋にいつの間にか住み込むようになり、彼女を口説くために、店の手伝いをするようにまでなったという。



後年、桐野利秋（中村半次郎）は維新後、西郷隆盛の後ろ盾を得て、陸軍将校に上り詰め、明治１０年の西南の役では薩摩軍を指揮し、城山で戦死したが、一方の村田さとは後にクリスチャンとなり、大正十年、八十一歳まで生きた。「人斬りの薩摩隼人」と「煙管屋の看板娘」の恋は結ばれることなく青春譜として終わったという。
















○篤姫（天障院）








「私事（こと）一命にかけ」















天障院（篤姫）は大奥（徳川家）のトップ立場にありながらも、幕末の民衆の庶民感情や生活実情をよく理解することのできた女性だった。



薩摩という田舎臭い武家の家に生れた彼女は、徳川家（十三代・家定）に嫁ぎ、家定が亡くなってからは、未亡人として若き十四代・家茂を支えながら幕府を統括する立場に立った。



御台所という重職についている最中においても時折、幕臣の勝海舟に随行されて江戸の下町を歩き回り、彼らの生活の匂いや実情を汲み取ることをしていた。それら体験の一つ一つを参考に、当時傾きかけた幕府改革に乗り出している。



彼女（天障院）を連れ出して、下町を随行した勝海舟の語るところによれば、「天璋院（篤姫）のお伴で、所々へ行つたよ。八百善にも二三度。向嶋の柳屋へも二度かネ。吉原にも、芸者屋にも行つて、みンな下情を見せたよ。」（海舟語録）



正体を隠すために、海舟は天璋院（篤姫）を周囲に「私の姉」だと偽って連れてあるいたという。彼女のトイレのことも心配し、自分の腹心の家などにも頼むこともあり、千駄ヶ谷の船宿で便所を借りたりしたこともあった。



「天障院さまでも、やはり三升徳利の方がうまいと仰せられたさうだ。それからは、お菓子などでも箱を一々あけて紙に包んで天井へ吊るしておくといふやう風に、万事倹約主義になつて、大奥がむつかしいなどといふことは決してなくなつたよ。」（氷川清話）



と語っている。



朝廷や薩摩藩の島津家に嘆願して徳川家の救済に尽力した江戸無血開城時には、薩摩の西郷隆盛に対して、「私事（こと）一命にかけ」と強い決意を表して彼を手紙で説得したことが広く伝えられている。不退転の決意で崩れかけた徳川家を救い、民衆の視点から大奥内の改革も成功させた。



彼女と共に改革に携わった勝海舟は後に、同様に薩摩藩内の改革に取り組んでいた西郷隆盛から「勝サンは、大奥をうまくおやんなすつたが、私は弱りましたよ」と薩摩藩内の老女達にオイオイと泣きつかれた弱った様子を語り、うらやましがられたという。




















○和宮








「一旦、徳川氏に嫁した以上は、徳川氏の為に命をすてる」















孝明天皇の妹として、降嫁し将軍家・徳川家茂となった和宮。徳川の幕臣として彼女の日常の様子を見ていた勝海舟は彼女の人柄を次のように語っている。



「アー、和宮は、（天璋院よりも）モ少し上品で、それで利口なのだ。徳川の方で万事しようとしたが、お上でなさるやうになつたものだから、こちらから２千両づつ上げたよ。それでも、おかくれの後に見ると、チヤンと取つて置いて、それぞれお附きの者に下すつたよ。」（海舟語録）



維新後の和宮の生活費は、天皇家が出しており、和宮はそれを付き人の下女達にも渡していたといい、配慮のある女性だったことを伝えている。







さらに海舟は彼女が将軍家に降嫁して来た頃の様子を海舟は次のように証言している。



「和宮様が入らした初めは、みんな閉息して窺つて居たのサ。すると、ある時、浜御殿へ、天璋院と、将軍と、和宮と三人で居らしたが、踏石の上に、どういふものか、天璋院と和宮の草履をあげて、将軍のだけ下に置いてあつたよ。天璋院は、サキに降りられたがネ、和宮は、これを見て、ポンと飛んで降りて、自分のを除けて、将軍のを上げて、辞儀なすつたさうで、それでピタと静まつたよ。」（海舟語録）



勝海舟は将軍が死んだ時に彼女が棺の中に入れた秘密の手紙をみて、その嫁いできた時の覚悟の程を知って驚愕したことがあり、それによって彼女を見直すようになった。



「将軍が大阪で、なくなられて、棺の中へ色々入れる時にネ、フト、和宮からのお手紙があつタ。それを入れようとして、フイト見て、ビツクリしたよ。その精神の凛乎たることといふものは、実に驚いた。「一旦、徳川氏に嫁した以上は、徳川氏の為に命をすてる。お環りの早いことは、一日千秋の思ひでお待ち申すが、国の為に速かに凱旋があるやうに」といふ意味さ。」（海舟語録）



後年も和宮は「決して皇室の方に葬るな、是非、徳川氏の方に埋めてくれ」と遺言していたという。
























○木戸松子（幾松）①








「あなたさまの御こと、御気分はいかがやら、どうぞくれぐれもよきお医者にさまにお診せ遊ばし候」















幕末の良妻として、長州藩の木戸孝允を陰で支え続けた妻として知られる木戸松子（幾松）。



かの木戸孝允（桂小五郎）は、この木戸松子（幾松）と激しいラブロマンスを演じた。



幾松は天保十四年、若狭小浜藩士で町奉行の祐筆を務めた人物の娘として生まれ、最初に計（かず）と名付けられ、育てられたが、当時起った百姓一揆に巻き込まれ、親子が離散し、流浪の果てに、彼女は家族を探して八歳の時に京都に向かった。



彼女はやがて辿り着いた地・京都で舞妓となる。この時十三歳だったという。彼女はここで幾松という名を名乗り、三本木で芸者に出て働き、その地で木戸孝允（当時は桂小五郎）と知り合う。



幕末期の長州藩士として活動していた桂小五郎はその当時、悲壮な運命に見舞われていた。元治元年に長州藩は京都で挙兵し、蛤御門の変に関わっていた。長州藩は宮門に押し寄せたが、結果的に敗れ、藩士は敗走。藩邸を焼き払い、皆が出京したが、桂小五郎だけはその地に踏みとどまり、情報収集をするために、乞食に変装して二条大橋の下に潜伏。



反勢力により常に命を狙われる境遇だった彼を助けたのが幾松だった。飢えで苦しむ小五郎のもとに、変装した幾松が夜陰に紛れ、密かに橋の下に行き、彼に結飯を与え、命を助けたと伝わっている。



こうした運命的な出会いによって、二人の情愛は燃え盛り、やがて小五郎と共に尊王・倒幕運動に身を投じ、彼を献身的に支え続けた。



周囲の人間にも優しく、幕末の志士が木戸孝允のもとを訪れた際にも、彼女は「あなたの着物は垢染みて、臭気がはなはだしいから洗濯しましょう」といい、木戸孝允の新しい着物を着せてあげた事があったという（田中光顕の談話）。
























○木戸松子（幾松）②








「さぞや知らぬ他国へ、余計のご心痛をなさっているものと、いろいろと案じております」











芸妓から身を起こして著名になった女性達が数多くいたが、そんな幕末の志士を献身的に支え続けた女性として特に知られている木戸松子（幾松）。



命の危険に脅かされ、困窮していた桂小五郎を助け、彼を支え続ける存在となった彼女は、あの新撰組局長・近藤勇にも連行され、桂の居場所を問いただされたこともあったという。



元治元年から慶応元年にかけて桂は、出石の潜伏した。商人・廣戸家の援助を受けながら、名を廣江と変え、ある時は寺男となったり、またある時は荒物屋の主人となったりしながら、転々とする。



桂は女性関係においてはその後も自由に交流を持ったが、彼女は桂の正妻として献身的に彼を支え続ける。



明治維新後は小五郎は木戸孝允と名を改め、幾松は長州藩士・岡部富太郎利済（木戸孝允の親戚筋にあたる人物）の養女として入籍し、松子と改め、木戸孝允の正妻となった。やがて木戸は明治十年に４５歳で病没。危篤の際には、知らせを聞いた彼女が東京から京都に５日かけて出向き、日夜熱心な看病を続けたという。



彼女は晩年は剃髪し翠香院（すいこういん）という号を称し、９年後の明治１９年に４４才で亡くなった。彼女の墓は木戸孝允の墓と並んで京都東山の霊山に眠っている。



維新後も身体を休める暇もない夫を、妻の（幾松あらため）松子は気遣った。岩倉使節団の副使として外遊中の夫孝允に送った松子の手紙が宮内庁書陵部に保管されている。



「―さぞや知らぬ他国へ、余計のご心痛をなさっているものと、いろいろと案じております。どうぞ、どうぞあなた様にはあまり気を張り詰めないように、くれぐれもお願いいたします―。」



かの勝海舟はこうした日本女性について、次のように語っている。「わしは日本婦人には感心だよ。昔から日本の例を見ると、神代の頃より今日まで、傑士が大事業をなした事跡を探ると、だいたい女性から励まされてやっているよ。（中略）近くばわしの門人坂本龍馬の妻でも、あるいは木戸孝允の待女でも、枚挙に限りがない。みんな女子の助けからの仕事である。実に日本健児はだいたい女子が教育指導したというても憚らないよ」












○楢崎龍（お龍）①

 　







「私が死ねば宜いですか」















坂本龍馬の妻として知られる・お龍（楢崎龍）。



維新当時、気丈な性格で知られた彼女は、様々な場面で夫の龍馬をサポートしたことが伝えられている。



慶応二年に、坂本龍馬が薩長連合を成立させる前後の時期にお龍は寺田屋という船宿で働いていたが、彼女は龍馬から長州藩の三好慎蔵という人物の身の安全を頼まれた事があった。



この頃の京都は物騒で、維新の志士にとっては敵方の新撰組なども往来しており、彼女は龍馬に対し、「万一、（この長州藩の）三好さんに怪我などあったらどうしましょう。その時は、私が死ねばよろしいですか？」と覚悟の程を問いかけたことがあった。



龍馬が「お前が死んでくれさえすれば、長州藩へ申し訳はたつ」と返答したので、彼女は「では確かに預かります」と命がけで彼を保護する役目を引き受けたという。（千里駒後日譚）



この伏見の寺田屋という船宿で幕吏に襲われる体験をしたお龍は「思ひきや宇治の河瀬の末つひに　君と伏見の月を見むとは」という歌を詠み、龍馬にみせたという。



夫の龍馬の組織した海援隊は脱藩者の集まりだったので、気性が荒い者が多く、大喧嘩のときには、太刀を抜いたりすることもあったが、そんな時、お龍は彼らの刀にすがって仲裁することもあったという。







幕末期、著名な志士達が薩長連合や大政奉還という大仕事ができた背景には彼女のような志士の妻としての献身的かつ命を張った女性の助力があったことを伝えている。








































○楢崎龍（お龍）②

 　　







「武士のかばねはこゝに桜山　花は散れども名こそ止むれ」















お龍は、当時の日本の幕末女性としては珍しく、海外世界への憧れと強い希望を持っていた。



彼女はある時、夫の龍馬から船上で、「お前は船が好きだから、天下が安定して、国政が回復したら、汽船を造って日本の沿岸を回ってみようか？」と聞かれ、「はい、私は家などは要りませんから、ただ丈夫な船があればたくさんです。その船で、日本はおろか、外国のすみずみまで残らず回ってみたいと考えております。」と答えた事があった。



しかし、その夢は叶わず、夫の龍馬は後に京都で暗殺されてしまう。







彼女は夫の龍馬が死んだ時（京都で暗殺）、遠く離れた下関の地にいた。



龍馬の知人や部下の海援隊士達と下関で法事を済ませた彼女は、その地で「武士のかばねはこゝに桜山　花は散れども名こそ止むれ」と歌を詠み、海援隊士や伊藤俊介（後の伊藤博文）などの長州藩士を囲んで、亡き夫・龍馬を偲んだと伝えられている。







後に、彼女は一時期、土佐に移り住み、未亡人となった自身の身を重ねるように「流れまかせに身は浮草のどこで花咲くことでやら」という唄を好く唄い、「龍馬が、龍馬が―」と言う言葉の出ない日は一日も無かったほど夫を偲んだという。



国事に奔走した夫の龍馬とは離れて暮らす事が多く、生前の二人は数多くの手紙のやり取りをしていた。が、彼女は土佐（和食村）を去るとき、「（龍馬との）この手紙は人に見せたくないから、すっかり焼いてくる」といい、夫との思い出を断ち切るようにすべて焼き払ってしまったことが伝えられている。








































○岩崎美和








「生き死も富も貧苦も何もかも心一つのもちゐやうなり」















三菱財閥の創業者・岩崎弥太郎の母・岩崎美和。



身分社会の厳しかった幕末期の土佐において地下浪人という下層の階級の家に嫁いだ美和は近隣との軋轢が絶えない夫や家庭の中で長男・弥太郎・次男・弥之助らを抱え、不遇な時代を経て、息子達の立身出世に奔走した。



彼女は息子達に可能な限りの教育を施し、その財産も命も使い果たす覚悟で彼らを育て上げた。美和はその日記に息子（岩崎弥太郎）に賭けた思いを次のように語っている。



「此家の財産は弥太郎が費ひ果せば本望と思ひ又弥太郎の為なれば快く命を捨てゝもと決心致したる年が我三十二三の時からにて其思ひが今と成り少しにても間違ひし時は大に残念なる事にて是より思ひを換へ数々のものゝ心を損ぜぬ様に致し候事肝要と―（以下略）」（美福院手記纂要・原文）







こうした辛い生活を続けながら、信仰心の厚かった彼女はある夢から光明を見た思いをしたと語っている。



「四月四日の夜の夢に南より旭日かさし込み其御光りが土蔵のしとみより表座敷の縁側迄輝くと見て夢覺めたり其時の有様は夢の事なれども今に胸の中にあり誠に難有事と存じ候」（美福院手記纂要・原文）



これによって伊勢参りを思い立ち、息子達の事業の成功や家内の安泰・岩崎家（三菱）の躍進を願い、神願の旅路に旅立つ。



やがて息子達は美和の思いを胸に事業を成功させ、彼女自身もその富貴にあずかることと成った。美和の晩年は長男の弥太郎がもし不仕合せ（死去）となれば、永らへて、自分が子供の力になりたいと願い、「人の生れには徳不徳あるので少しも求めずに時期を待つこと」を説いている。



彼女の人柄に関しては「美和がいかに意志強固な、聡明な女性であったか、いかに激しい情熱と、深い信仰心をもち、慈愛に富んだ女性であったかが知られる。」（「岩崎彌太郎傳」）と伝えており、晩年においても岩崎家（三菱財閥）の精神的支柱として、周囲を支え続けた生涯を伝えている。
















○広岡浅子








「小我（自分のためにしたいこと）に固執せず、真我（社会のためになすべきこと）を見つけなさい」















広岡浅子は女性でありながら、企業経営者として活躍し、また教育者・社会活動家として広く世に知られた。



女性が社会の表舞台に出ることは極めて稀だった幕末・明治の時代に商売の都市・大阪でその名を馳せ、炭鉱事業や銀行業、生命保険事業などの分野にも果敢に挑み、財閥をつくり上げた。



やがて実業家として成功すると、その後、女子教育のため、日本で初めての女子大学設立にも尽力し、晩年はクリスチャンとして社会活動にも寄与する。







広岡浅子には御殿場・二の岡に避暑別荘があった。



彼女は大正三年（１９１４）からそこに２０名程の女性を招き、夏季勉強会を毎年開催した。



この夏季勉強会のメンバーには、その後の女性参政権獲得運動に力を注ぎ戦後の参議院議員として活躍した若き日の市川房枝、後に児童文学作家・翻訳家として『赤毛のアン』等多くの作品を世に送り出す村岡花子もいた。







「小我（自分のためにしたいこと）に固執せず、真我（社会のためになすべきこと）を見つけなさい」という浅子の言葉に村岡花子は感銘を受け、その後、欧米の青春文学の名作を日本以紹介する役割を果たすようになった。







広岡浅子は「女性も社会形成の一員であり、その女性に教育をしない手はない」という信念を持ち活動を続けた。



「個人のためではなく　社会のために」



彼女の著書や講演を通じて、浅子が終生追い求めた社会理念に同時代の人々は学んだという。
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